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10月15日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,595 97.7%

一　般 ― 96.2%
宅配便（千個） 352,803 103.7%

輸送統計
平成28年7月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計
10

（−3）
67
（4）

97
（−26）

174
（−25）

交通事故死者数（人）
8月31日現在 10月15日現在

2,449
（−116）

2,932
（−144）

全国の死亡
事故件数

2,374
（−129）

平成28年8月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【世界の天然ガス自動車の普及状況について②】／ト
ラック運送事業者のための経営のヒント 【現場目線が生産性向上に繋がる】…３面／食
の新旧街道を行く【芋の道「川原で鍋を囲む芋煮会」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

10/15〜11/14  8551
11/15〜12/14  1923

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜第21回全国トラック運送事業者大会＞
特集①
・第１分科会、第２分科会の
詳細報告

7 ・�「第48回全国トラックドライバ 
ー・コンテスト」出場選手一覧

8 ・��交通事故防止わが社の取り組み
　ヤマダイ大作運輸㈱（北海道）

6
�＜第21回全国トラック運送事業者大会＞
特集②

・大会決議
・来賓あいさつ　など

会場一体となって「ガンバローコール」

各
社
の
事
例
を
も
と
に
議
論
を
深
め
る

星
野
会
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

協
会
会
長
）
が
︑﹁
当
ブ
ロ
ッ

ク
で
事
業
者
大
会
が
行
わ
れ

る
の
は
３
回
目
︒
業
界
の
抱

え
る
課
題
に
対
し
て
前
向
き

に
対
処
し
︑
業
界
の
取
り
組

み
を
広
く
周
知
さ
せ
る
と
と

も
に
︑
課
題
解
決
に
向
け
て

進
ん
で
い
き
た
い
﹂
と
開
会

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
︒
続
い

て
︑
主
催
者
を
代
表
し
て
星

野
良
三
全
ト
協
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
（
別
掲
）︒

　

全
体
会
議
で
は
︑
開
催
地

ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
︑
中

国
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
小
丸
成

洋
会
長
（
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク

　

続
い
て
︑
小
丸
中
国
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
を
議
長
と
す

る
議
長
団
を
選
出
︒
副
議
長

　

政
府
は
さ
ら
に
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
加
速
さ
せ
︑
経
済
成

長
を
目
指
す
た
め
︑﹁
未
来
へ

の
投
資
を
実
現
す
る
経
済
対

策
﹂
を
掲
げ
︑
平
成
28
年
度

第
２
次
補
正
予
算
案
を
編
成

し
閣
議
決
定
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し

て
は
︑
平
成
29
年
度
税
制
改

正
要
望
の
最
重
要
項
目
の
一

つ
と
し
て
要
望
し
て
い
る
﹁
高

速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻

度
割
引
最
大
50
％
﹂
に
つ
い

て
︑
こ
の
補
正
予
算
案
に
国

費
１
０
５
億
円
が
計
上
さ
れ
︑

現
在
と
同
様
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
搭
載
車
に
つ
い
て
は
︑
30

年
３
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
︑
非
搭

載
車
に
つ
い
て
も
12
月
末
日

ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
︒
そ
の
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
の
生
産
性
向
上

促
進
事
業
に
つ
い
て
も
４
億

円
が
計
上
さ
れ
︑
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
一
層
の
加
速
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
２
年
目
を
迎
え
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

協
議
会
﹂
で
は
︑
地
方
協
議

会
に
お
い
て
順
次
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
︑
長
時
間
労
働

「
安
全
対
策
」「
人
材
確
保
」
テ
ー
マ
に
分
科
会

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

に
は
︑
川
上
和
人
鳥
取
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
三
島
進

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

　

全
体
会
議
を
一
旦
中
断
し

て
開
か
れ
た
分
科
会
で
は
︑

第
１
分
科
会
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク

業
界
の
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
﹂︑
第
２
分
科
会

が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
人
材

確
保
及
び
育
成
に
つ
い
て
﹂

を
テ
ー
マ
に
︑
各
パ
ネ
リ
ス

ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
（
４

・
５
面
に
詳
細
）︒

長
︑
壷
坂
須
美
男
岡
山
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
河
崎
靜

生
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
︒

　

ま
た
︑
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い

て
︑
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
住
永
豊
武
会
長
が
﹁
全
国

の
皆
様
方
か
ら
多
額
の
義
援

金
を
頂
戴
し
た
︒﹃
善
意
の

心
﹄
の
あ
り
が
た
さ
︑﹃
絆
﹄

の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
︒

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
た
︒

　

続
く
記
念
講
演
会
で
は
︑

㈱
澄
川
酒
造
場
の
澄
川
宜
史

代
表
取
締
役
社
長
が
︑﹁
東

洋
美
人
の
酒
造
り
﹂
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
っ
た
（
６
面

に
別
掲
）︒

　

再
開
後
の
全
体
会
議
で
は
︑

﹁
取
引
環
境
の
改
善
お
よ
び

長
時
間
労
働
の
縮
減
﹂
な
ど

９
項
目
に
わ
た
る
大
会
決
議

（
６
面
に
全
文
）
を
鳥
取
県

ト
協
青
年
部
事
業
部
会
の
涌

本
知
彦
部
会
長
が
読
み
上

げ
︑
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て

採
択
さ
れ
た
︒
続
い
て
︑
来

賓
と
し
て
︑
国
土
交
通
省
の

藤
井
直
樹
自
動
車
局
長
と
平

井
伸
治
鳥
取
県
知
事
が
祝
辞

を
述
べ
た
（
６
面
に
別
掲
）︒

　

な
お
︑
来
年
の
第
22
回
大

会
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開

催
と
な
る
こ
と
か
ら
︑
東
北

六
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会

の
須
藤
弘
三
会
長
（
宮
城
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
︑

﹁
次
回
は
平
成
29
年
10
月
３

大
野
泰
正
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
か
ら
全
ト
協
星
野
良
三
会
長

㊤
、日
貨
協
連
古
屋
芳
彦
会
長
㊦

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た

の
抑
制
と
適
正
運
賃
収
受
を

は
じ
め
と
す
る
取
引
環
境
の

改
善
に
向
け
て
︑
着
々
と
準

備
が
進
ん
で
い
る
︒

　

分
科
会
で
は
交
通
安
全
対

策
の
推
進
や
人
材
確
保
及
び

育
成
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
つ

の
分
科
会
を
設
定
し
て
お

り
︑
分
か
り
や
す
い
解
説
や

事
例
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

本
日
の
事
業
者
大
会
は
︑

交
通
安
全
対
策
︑
労
働
力
不

足
な
ど
の
諸
課
題
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
が
一
丸
と
な

っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
に
一
致
結
束
す
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
明
る
い
未
来
を
自
ら
の

手
で
切
り
開
く
た
め
︑
業
界

の
叡
智
と
総
力
を
結
集
し
︑

と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
10
月
3
日
に
東
京
都
千

代
田
区
の
丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
﹁
平
成
28
年
度　

情
報
化
月
間
記
念
式
典
﹂で
︑

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
と
と
も
に
︑
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
ほ
か
関
係
府

省
で
は
毎
月
10
月
を
﹁
情
報

化
月
間
﹂
と
定
め
︑
情
報
化

に
関
す
る
普
及
・
啓
発
の
行

事
を
行
っ
て
お
り
︑
そ
の
一

環
と
し
て
情
報
化
の
促
進
に

貢
献
し
た
企
業
・
団
体
等
に

表
彰
を
行
っ
て
い
る
︒
今
年

度
は
全
ト
協
と
日
貨
協
連
が

開
発
・
運
用
し
て
き
た
求
荷

求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
﹂に
よ
り
︑

中
小
物
流
事
業
者
の
経
営
改

善
に
寄
与
し
た
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
︑
今
回
の
受
賞
に

繋
が
っ
た
︒

　

式
典
に
は
︑
全
ト
協
か
ら

は
星
野
良
三
会
長
が
︑
日
貨

協
連
か
ら
は
古
屋
芳
彦
会
長

が
出
席
︒
大
野
泰
正
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
か
ら
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
︒

全
ト
協
・
日
貨
協
連

日
に
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

す
る
︒
東
北
６
県
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
が
一
丸
と
な
っ
て
︑

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
︒

全
力
を
傾
注
し
て
︑
皆
様
を

お
迎
え
す
る
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
る
﹂
と
招し

ょ
う
へ
い聘

あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
︒

　

最
後
に
︑
鳥
取
県
ト
協
の

菅
埜
元
晴
副
会
長
の
音
頭
に

よ
り
︑
参
加
者
全
員
で
力
強

く
﹁
ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
﹂

を
行
い
︑
岡
山
県
ト
協
の
壷

坂
須
美
男
会
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
︑
大
会
を
締
め
く
く

っ
た
︒

　

な
お
︑
10
月
５
日
に
予
定

さ
れ
て
い
た
平
成
28
年
度

﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂
植
樹
式

は
︑
台
風
18
号
接
近
の
影
響

に
伴
い
中
止
と
な
っ
た
︒

小丸　成洋
中国トラック協会長

須藤　弘三
東北六県トラック協会連合会長

川上　和人
鳥取県トラック協会長

「業界の叡智と総力を結集して、ともに頑張ってまいりたい」と力強くあいさつする星野良三全ト
協会長（中央・10月6日、米子コンベンションセンター）

中国トラック協会正副会長で編成された議
長団（左から三島島根県ト協会長、壷坂岡
山県ト協会長、小丸広島県ト協会長、川上
鳥取県ト協会長、河崎山口県ト協会長）

第
21
回

情
報
化
月
間
で
国
交
大
臣
表
彰
受
賞

「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
」に
よ
る
経
営
改
善
等
が
評
価
さ
れ

パ
ネ
リ
ス
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

星野良三全ト協会長

一
致
結
束
し
、
業
界
の
未
来
切
り
開
く

鳥取県米子市に約1,200人が集結
取引環境改善・長時間労働縮減等目指し決議

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
６
日
︑

鳥
取
県
米
子
市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
と
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
で
︑﹁
第

21
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂

を
開
催
し
た
︒
本
大
会
は
︑
中
国
ト
ラ
ッ

ク
協
会
（
小
丸
成
洋
広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
が
進
め

ら
れ
︑
全
国
か
ら
約
１
２
０
０
人
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
が
出
席
し
た
︒

　
主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
星
野
良

三
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
は
︑﹁
本
日

の
事
業
者
大
会
は
︑
交
通
安
全
対
策
︑
労

働
力
不
足
な
ど
の
諸
課
題
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
に
一
致
結
束
す
る
絶

好
の
機
会
︒
業
界
の
明
る
い
未
来
を
自
ら

の
手
で
切
り
開
く
た
め
︑
業
界
の
叡
智
と

総
力
を
結
集
し
︑
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
﹂
と
力
強
く
述
べ
た
︒

　
２
分
科
会
開
催
後
の
再
開
全
体
会
議
で

は
︑﹁
取
引
環
境
の
改
善
お
よ
び
長
時
間

労
働
の
縮
減
﹂
な
ど
９
項
目
に
及
ぶ
大
会

決
議
を
採
択
し
た
︒
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.10.1—10.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.10.1—
10.15

新規許可
貨物自動車
運送事業者数
（平成28年7月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局
都道
府県

平成
28年
７月

前年
同期
比

北海道 30 -1 

東
北

青　森 7 3 
岩　手 8 -2 
宮　城 18 3 
秋　田 3 0 
山　形 4 -2 
福　島 21 11 
計 61 13 

関
東

茨　城 7 -7 
栃　木 11 5 
群　馬 9 2 
埼　玉 27 1 
千　葉 26 4 
東　京 34 3 
神奈川 19 -8 
山　梨 5 2 
計 138 2 

北
陸
信
越

新　潟 4 -2 
長　野 4 -1 
富　山 4 2 
石　川 3 -2 
計 15 -3 

中
部

福　井 2 -3 
岐　阜 16 8 
静　岡 13 1 
愛　知 25 1 
三　重 8 -3 
計 64 4 

近
畿

滋　賀 9 4 
京　都 13 -1 
大　阪 61 4 
兵　庫 32 13 
奈　良 6 3 
和歌山 4 -5 
計 125 18 

中
国

鳥　取 4 2 
島　根 2 -1 
岡　山 10 -1 
広　島 12 3 
山　口 2 -3 
計 30 0 

四
国

徳　島 5 5 
香　川 8 4 
愛　媛 5 2 
高　知 3 -3 
計 21 8 

九
州

福　岡 12 -13 
佐　賀 1 -3 
長　崎 3 -3 
熊　本 2 -5 
大　分 6 2 
宮　崎 4 0 
鹿児島 6 0 
計 34 -22 

沖　縄 9 0 
※ 2 -4 
合　計 529 15 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

「まだ見えるから」という落とし穴
〔第60回〕

　今月に入ってすぐ、深夜の高速道路で故障により停止
中の観光バスにトラックが追突し、バスの周辺にいたバ
ス乗務員2人が死亡するという事故が発生しました。そ
の少し前には、高速道路でトラックのタイヤが脱落して
後続のトラックの運転席を直撃し、ドライバーが意識不
明の重体になるという事故も発生しています。今一度、気
を引き締めて安全運転に徹しましょう。

●薄暮時に早めにライトを点灯する
ドライバーは少ない

Ａさん「ところで、つい先日、国土交通省が道路運送車両の
保安基準を改正して、車のメーカーに対して日没前
のヘッドライトの自動点灯を義務付けるという
ニュースが流れたね」

Ｂさん「薄暮時の事故が多いから、それを防止することが目
的だね」

Ａさん「テレビでは、日没前にライトを点灯している車は非
常に少ないし、日が沈んでからでさえもライトを点
灯しない車が結構多いと言ってたね」

Ｂさん「そんな状態だから、もうドライバーは当てにしない
ということなんだろうな。我々プロからすれば、
ちょっと悲しいものがあるね」

Ａさん「でも、確かにボクも薄暮時は早めの点灯を心がけて
いるけれど、正直言って日が沈む前にはあまり点け
ないな」

Ｂさん「ボクもそうだね。雨の日なんかは別にして、日が沈
んでから点けるよ」

Ａさん「ときどき車の中から沈んでいく夕陽を見ることがあ
るけど、その時ライトを点けてるかっていえば、点け
てないよ」

Ｂさん「まだ外が見えるから、ライトを点ける必要を感じな
いんだな」

Ａさん「そこに落とし穴があるんだね。人間の目は暗さに順
応していくけど、薄暮時は暗くなる速度が速いから
順応するのが遅れやすく、自分で思っている以上に
視力が落ちてしまうそうだ」

Ｂさん「ということは、視力が低下した状態で運転している
わけだ」

Ａさん「それともう一つ、自分はまだあたりが見えていると
しても、相手が見えているとは限らない。特に視力
の低下している高齢者は、接近してくる車が見えて
いないのかもしれない」

Ｂさん「だから、ライトを早めに点けないとドライバーも相
手を見落としやすくなるし、相手も車に気付きにく
くなるということだ」

●対向車線側の高齢者は要注意!!
Ａさん「高齢者の横断で思い出したけど、交通事故総合分析

センターの分析によると、高齢者の横断中の事故は
左側から来る車との事故が多いらしい」

Ｂさん「我々ドライバーからいえば、自車線側のからじゃな
くて、対向車線側から道路を横断してくる高齢者と
の事故が多いということだね」

Ａさん「高齢者は直近の車線の車には注意しても、対向車
線側の車にはあまり注意を払わないのかもしれな
いね」

Ｂさん「特に薄暮時は見えにくい時だから、対向車線側の車
がライトを点けていなかったら、ほとんど気付かな
いかもしれないね」

Ａさん「これからは、どんどん日暮れが早くなっていく。今
までと同じ調子でライトを点灯していると、どうし
ても遅れがちになる」

Ｂさん「ともかく、意識して早め早めの点灯を心がけたい
ね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
︑
年
末
年
始
に
向
け
た

事
故
防
止
対
策
と
し
て
︑
11

月
16
日
か
ら
平
成
29
年
１
月

10
日
ま
で
︑
第
56
回
﹁
正
し

い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運

動
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

今
回
の
実
施
計
画
で
は
︑

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事

故
の
半
数
を
追
突
事
故
が
占

め
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
︑

昨
年
度
の
実
施
計
画
の
事
故

防
止
に
関
す
る
重
点
項
目
で

あ
る
﹁
交
差
点
に
お
け
る
事

故
防
止
の
徹
底
﹂
に
追
突
事

故
防
止
を
加
え
︑﹁
追
突
事

故
お
よ
び
交
差
点
に
お
け
る

事
故
防
止
の
徹
底
﹂
と
し
て

い
る
（
表
）︒

　

同
運
動
期
間
内
は
︑
経
営

ト
ッ
プ
︑
管
理
者
お
よ
び
従

業
員
が
一
体
と
な
っ
て
︑
左

表
に
掲
げ
た
項
目
を
中
心
と

し
た
取
り
組
み
を
行
う
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
同
運

動
を
推
進
す
る
ほ
か
︑
国
土

交
通
省
が
年
末
年
始
に
実
施

す
る
安
全
総
点
検
へ
の
協
力

沖
縄
県
ト
協
「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
視
察

第
57
回
広
報
委
員
会

　

10
月
14
日
︑
第
57
回
広
報

委
員
会（
小
林
和
男
委
員
長
）

が
沖
縄
県
那
覇
市
で
開
催
さ

を
行
う
︒
ま
た
︑
各
都
道
府

県
ト
協
か
ら
の
推
薦
に
基
づ

き
︑
同
運
動
に
お
い
て
功
績

の
あ
っ
た
事
業
所
お
よ
び
従

業
員
へ
の
表
彰
を
行
う
︒

れ
︑
翌
15
日
に
は
︑
九
州
沖

縄
ト
ラ
ッ
ク
研
修
会
館
で
開

催
さ
れ
た
︑
沖
縄
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
よ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
を
視
察
し

た
︒

　

冒
頭
︑
小
林
委
員
長
は

﹁﹃
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

協
議
会
﹄
で
は
︑
取
引
環
境

の
改
善
に
向
け
て
着
々
と
準

備
が
進
ん
で
お
り
︑
広
報
委

員
会
と
し
て
も
そ
の
動
き
を

注
視
し
て
い
き
た
い
︒ま
た
︑

明
日
は
沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
︑
愛
知
県
ト
協
︑
大
阪

府
ト
協
に
次
い
で
今
年
で
３

回
目
と
な
る
﹃
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹄イ
ベ
ン
ト
視
察
を
行
う
︒

視
察
を
通
し
︑
今
後
の
広
報

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

参
考
と
し
て
い
き
た
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
28
年
度

広
報
事
業
の
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

10
分
冊
の
研
修
テ
キ
ス
ト

を
制
作運

転
者
に
対
す
る
指
導
・

監
督
指
針
に
基
づ
き

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
29
年
３
月
上
旬
の

完
成
を
め
ど
に
︑﹁
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修

テ
キ
ス
ト
﹂
を
制
作
し
て
い

る
が
︑
こ
の
ほ
ど
日
本
貨
物

運
送
協
同
組
合
連
合
会
を
販

売
元
と
し
て
会
員
向
け
に
販

売
す
る
こ
と
が
決
定
し
︑
11

月
１
日
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
る
︒

　

同
研
修
テ
キ
ス
ト
は
︑
国

土
交
通
省
が
今
年
４
月
１
日

付
け
で
﹁
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の

運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導

及
び
監
督
指
針
﹂（
告
示
）

を
改
正
し
た
こ
と
を
受
け
て

制
作
さ
れ
る
も
の
で
︑
同
指

導
・
監
督
指
針
内
容
を
体
系

的
に
ま
と
め
て
︑
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
︒

　

掲
載
内
容
は
︑
①
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
す
る
心
構
え
︑
②

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
と
関
係

法
令
︑
③
ド
ラ
イ
バ
ー
の
日

常
業
務
と
運
行
管
理
︑
④
過

労
運
転
の
防
止
と
緊
急
時
の

対
応
︑
⑤
ト
ラ
ッ
ク
の
構
造

と
特
性
に
合
わ
せ
た
運
転
︑

⑥
ト
ラ
ク
タ
と
ト
レ
ー
ラ
の

構
造
と
特
性
に
合
わ
せ
た
運

転
︑
⑦
貨
物
の
正
し
い
積
載

方
法
と
労
働
災
害
の
防
止
︑

⑧
危
険
物
輸
送
に
関
す
る
基

礎
的
事
項
︑
⑨
危
険
の
予
測

及
び
回
避
︑
⑩
安
全
運
転
の

た
め
の
心
身
の
健
康
管
理
︱

︱
の
10
分
冊
︒
な
お
︑
申
込

方
法
や
価
格
等
に
つ
い
て
は
︑

今
号
に
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

「
事
業
分
野
別
経
営
力
向

上
推
進
機
関
」
の
認
定
受

け
る

全
ト
協
、10
月
か
ら

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
12
日
︑
中
小
企
業
庁
よ

り
︑７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

﹁
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
﹂
に
基
づ
き
︑﹁
事
業
分

野
別
経
営
力
向
上
推
進
機

関
﹂
と
し
て
認
定
さ
れ
た
︒

　

同
機
関
は
︑
中
小
企
業
等

経
営
強
化
法
第
26
条
に
基
づ

き
︑
事
業
分
野
が
定
め
ら
れ

た
事
業
分
野
に
お
い
て
主
務

大
臣
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る

も
の
︒
事
業
分
野
別
指
針
が

策
定
さ
れ
た
事
業
分
野
に
属

す
る
中
小
企
業
者
等
の
経
営

者
層
お
よ
び
従
業
員
に
対
し

て
︑
広
報
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
通
じ
て
﹁
事
業
分
野
別
指

針
﹂
の
普
及
啓
発
を
行
う
︒

「
ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
防
止
看

板
」
を
設
置

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
は
10
月

５
日
︑
川
崎
市
川
崎
区
東
扇

島
に
﹁
ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
防
止

看
板
﹂（
写
真
）
を
設
置
し
︑

お
披
露
目
を
行
っ
た
︒

　

設
置
箇
所
は
︑
国
道
３
５

７
号
線
東
扇
島
東
扇
島
二
号

交
差
点
お
よ
び
湾
岸
道
路
東

入
口
交
差
点
の
２
か
所
で
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
国

土
交
通
省
横
浜
国
道
事
務
所

・
川
崎
市
と
合
同
で
設
置
し

た
︒

　

同
地
区
の
道
路
周
辺
に

は
︑
常
時
大
量
の
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
大
半

が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
車
内
ゴ

ミ
で
あ
る
た
め
︑
同
地
区
は

﹁
車
内
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
に
係
る

重
点
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
︑

全
ト
協
か
ら
指
定
を
受
け
て

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～安全運転知識編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�疲労度が高まるにつれて、見落としや見間違いが多くなる。
（ ○・× ）

❷	�明るさが急に変わっても、視力は変わらない。（ ○・× ）

❸	�高速走行をすると視力が低下し、特に遠くのものが見えにく
くなる。（ ○・× ）

❹	�夜間は速度感が鈍り、速度超過になりやすい。（ ○・× ）

❺	�大型車や中型車は普通車に比べると、運転席から車や歩行者
が見えなくなる範囲が広くなる。（ ○・× ）

� （解答は７面）

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
を
一
時
休
業

浜
松
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

浜
松
Ｔ
Ｓ
は
︑
次
の
通

り
食
堂
を
一
時
休
業
す
る
︒

▽ 

10
月
21
日
㈮
６
時
～
10

月
24
日
㈪
23
時

シ
ャ
ワ
ー
を
一
時
休
業

奈
良
・
針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

奈
良
・
針
Ｔ
Ｓ
は
︑
浄

化
槽
修
理
の
た
め
︑
10
月

25
日
㈫
７
時
半
か
ら
18
時

ま
で
シ
ャ
ワ
ー
を
一
時
休

業
す
る
︒

（
10
月
15
日
〜
10
月
31
日
）

▽
10
月
22
・
23
日

・
第
48
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

▽
10
月
24
日

・
同
表
彰
式

　表 「正しい運転・明るい輸送運動」
実施事項

《事故防止に関する重点項目》
①荷役作業時の安全確保の徹底
②健康診断の受診の徹底
③確実な点呼の実施
④飲酒運転および危険ドラッグの根絶
⑤過労運転防止の徹底
⑥追突事故および交差点における
　事故防止の徹底

⑦高速道路における事故防止の徹底
⑧車両の安全性確保の徹底
⑨正しい積付け・固縛方法の徹底
⑩エコドライブの推進
⑪運輸安全マネジメントの徹底
⑫安全意識の高揚
⑬輸送品質・サービスの向上

　

前
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

副
会
長
・
前
群
馬
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
で
群
馬
県
ト
協

顧
問
の
三
浦
文
雄
氏
が
︑
10

月
８
日
に
逝
去
さ
れ
た
︒
享

年
77
歳
︒
な
お
︑
通
夜
は
10

月
12
日
︑
告
別
式
は
同
13
日

に
︑
三
浦
家
と
三
富
運
送
㈱

の
合
同
葬
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
た
︒

前
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長

三
浦
文
雄
氏
が
逝
去

故三浦文雄氏

　

東
・
中
・
西
日
本
高
速
道

路
㈱
︑
首
都
高
速
道
路
㈱
︑

�

車
限
令
違
反
者
へ
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止
措
置

等
見
直
し
に
つ
い
て�

︱
︱�

高
速
道
路
６
社

阪
神
高
速
道
路
㈱
お
よ
び
本

州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱

（
高
速
道
路
６
社
）
は
︑
10

月
１
日
か
ら
車
両
制
限
令
違

反
情
報
を
高
速
道
路
６
社
で

共
有
し
て
割
引
停
止
措
置
等

に
反
映
し
て
い
る
が
︑
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
は
同
６

社
各
々
の
大
口
・
多
頻
度
割

引
制
度
に
お
い
て
︑
車
両
制

限
令
違
反
者
に
対
す
る
割
引

停
止
措
置
等
を
見
直
す
（
広

報
と
ら
っ
く
10
月
１
日
号
既

報
）︒

　

見
直
し
内
容
の
詳
細
に
つ

い
て
は
左
表
参
照
︒

①違反点数等の見直し
1）�【即時告発】悪質な違反者（重量が基準の２倍以上）に
対する対応強化
即時告発の結果 措置（※）

有罪 即時告発をもって一部割引停止（１
か月以上）不起訴

※�即時告発の結果にかかわらず、違反に応じた点数は別途加算。
２）�【点数区分】措置命令等の発出基準に応じた違反点数区
分の見直し
違反種別（※） 点数 違反種別（※） 点数
指導警告 3点 措置命令ＢまたはＣ １５点
措置命令Ａ 5点 即時告発相当 ３０点

※�違反種別（指導警告、措置命令Ａ～Ｃ）の用語の定義については、 
別表を参照。『即時告発相当』とは、措置命令ＢまたはＣ相当の違反
のうち重量が基準の２倍以上の違反を指す。

②累積期間等の見直し
1）違反点数の累積期間を３か月（現行）から２年間に拡大

累積期間 適用要件
２年間 累積点数に応じて適用

２）違反点数の累積
累積違反点数 措置内容
30点 講習会等による指導
60点 一部割引停止（１か月）
90点 一部割引停止（２か月）
120点 一部利用停止（１か月）
150点 一部利用停止（２か月）

※�①１）の即時告発を行った場合は、累積違反点数にかかわらず、「一
部割引停止（１か月以上）」を適用。

③違反項目の見直し
1）�軸重超過に対する措置命令等の発出基準に応じた違反点
数の設定
軸重超過 点数 軸重超過 点数
指導警告 3点 措置命令ＢまたはＣ １５点

別表 用語の定義
用語 内容

指導警告 車両制限令違反車両のうち、措置命令の発出基準に至らない違反に対する指
導

措置命令Ａ 法定速度を遵守し、可能な限り低速で走行のうえ、指定する場所から流出させる行政処分

措置命令Ｂ
法定速度を遵守し、可能な限り低速で走行のうえ、指定する場所まで移動し、
当該車両の諸元を車両制限令に規定する制限値（通行許可を受けている場合
はその許可値）以下になるよう、積荷貨物の分割等により軽減させる行政処分

措置命令Ｃ 法定速度を遵守し、可能な限り低速で走行のうえ、指定する場所まで移動し、必要な通行許可を受けるまでの間、当該車両をその場に留め置く行政処分

表 大口・多頻度割引停止措置等の見直し内容
＜平成 29 年４月１日から＞

い
る
︒

　

公
共
の
道
路
を
使
用
す
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
と
っ

て
︑
道
路
環
境
の
美
化
・
保

全
は
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

神
奈
川
県
ト
協
川
崎
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
︑
川
崎
市
や
関
係
団

体
と
と
も
に
︑﹁
東
扇
島
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
﹂
と
題
し
︑

東
扇
島
内
道
路
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
る
︒

第57回広報委員会（10月14日、ロワジールホテ
ル那覇）

お披露目された看板（10月５日、神奈川県川崎市）

指導項目ごと10分冊となるテキスト（イメージ）

（TBSラジオ系列全国33局ネット）

『ドライバーズ・リクエスト』

全日本トラック協会presents

・  10月の特別番組放送予定
10月28日（金）
「第48回全国トラックドライバー・コンテスト優勝者インタビュー」 

重
点
項
目
に
追
突
事
故
防
止

を
追
加

第
56
回
「
正
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
」

交通事故ゼロを目指して
10月22日～24日

　全日本トラック協会は、10月22日から24日にかけて「第48回全国
トラックドライバー・コンテスト」を開催する。
　同コンテストは、事業用トラックドライバーに求められる高度な運転
技能と、関係法令および車両構造等に係る専門的な知識を競うもの。
都道府県トラック協会主催のコンテストで選ばれた、総勢１４2人のトラ
ックドライバーが腕を競い合う（出場選手一覧は７面）。
　なお、日程および会場は以下の通り。

開催日 開始時刻 会　場

・開会式　
・実科競技
（1日目）
・学科競技

10月22日㈯ 10：50〜
自動車安全運転センター
安全運転中央研修所
（茨城県ひたちなか市）

・実科競技
（2日目） 10月23日㈰ 8：30〜 同上

表彰式 10月24日㈪ 10：30〜 スクワール麹町
（東京都千代田区）

全国トラック
ドライバー・コンテスト

第
48
回
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物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

物
流
業
の
出
発
点
は
現
場
で
あ

る
︒
そ
も
そ
も
︑﹁
物
流
学
﹂
と

か
﹁
物
流
原
論
﹂
な
ど
と
い
う
体

系
化
さ
れ
た
総
論
は
な
い
︒
物
流

に
関
す
る
著
書
や
論
文
は
︑
い
ず

れ
も
現
場
の
実
態
を
理
論
化
し
た

も
の
だ
︒
し
た
が
っ
て
︑
物
流
業

に
お
い
て
は
現
場
が
重
要
で
あ
る
︒

だ
が
︑﹁
経
営
者
や
管
理
者
が
ど

こ
ま
で
現
場
を
知
っ
て
い
る
か
﹂

と
な
る
と
意
外
に
知
ら
な
い
よ
う

に
思
え
る
︒
本
当
に
知ち

し

つ悉
し
て
い

れ
ば
︑
絶
え
ず
改
善
を
し
て
現
場

が
変
化
し
て
い
る
は
ず
だ
︒

　

物
流
セ
ン
タ
ー
で
働
く
あ
る
従

業
員
は
︑
現
場
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
貼
り
出
さ
れ
て
い
る
検
品
ミ

ス
の
表
を
︑
現
場
の
人
た
ち
が
あ

ま
り
見
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い

た
︒
こ
れ
で
は
意
識
を
高
め
て
ミ

ス
を
減
少
さ
せ
る
に
は
役
に
立
た

な
い
︒
そ
こ
で
上
司
の
了
解
を
と

り
︑
事
務
所
の
出
入
口

に
貼
り
出
し
た
︒
出
入

口
な
ら
全
員
が
通
る
の

で
︑
必
ず
目
に
入
る
か

ら
だ
︒
実
際
に
全
員
が

表
を
見
る
よ
う
に
な
っ

て
意
識
が
高
ま
り
︑
検

品
ミ
ス
の
発
生
率
が
激

減
し
た
︒
出
入
口
に
貼

り
出
す
以
前
の
発
生
率

は
０
・
０
２
％
だ
っ
た
が
︑
実

施
２
か
月
後
に
は
︑
発
生
率
が

０
・
０
０
２
％
に
下
が
っ
た
︒

な
ん
と
10
分
の
１
で
あ
る
︒

　

や
は
り
物
流
セ
ン
タ
ー
で
働

く
あ
る
従
業
員
は
︑
契
約
社
員

か
ら
正
社
員
に
な
っ
た
ば
か
り

で
あ
る
︒
こ
の

職
場
で
は
︑
ピ

ッ
キ
ン
グ
し
た

商
品
を
パ
レ
ッ

ト
に
積
み
上
げ
︑

従
業
員
の
胸
の

あ
た
り
に
な
る

と
ラ
ッ
プ
を
巻

い
て
出
荷
し
て

い
た
︒
車
両
の

荷
台
は
︑
上
部

に
空
間
が
あ
る

状
態
で
配
送
に

出
発
し
て
い
た

の
で
あ
る
︒
そ

こ
で
積
載
効
率

を
高
め
た
い
と

考
え
た
︒
荷
台

に
商
品
を
積
め
る
高
さ
を
計
測

し
て
︑
ホ
ー
ム
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

横
に
同
じ
高
さ
で
テ
ー
プ
を
貼

り
︑
積
み
込
み
可
能
な
高
さ
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
︒

す
る
と
パ
レ
ッ
ト
に
積
む
高
さ

が
上
が
り
︑
積
載
効
率
が
向
上

し
た
︒
車
両
台
数
も
減
少
し
︑
積

み
込
み
待
ち
の
待
機
時
間
も
減
少

し
た
︒

　

ま
た
︑
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
タ

イ
ヤ
を
毎
日
点
検
し
て
点
検
表
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
︒
だ
が
︑
自

分
だ
け
で
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
か

交
換
か
の
判
断
が
難
し
く
︑
か
な

り
摩
滅
し
て
か
ら
報
告
す
る
た
め
︑

ほ
と
ん
ど
交
換
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
︒
だ
が
︑﹁
複
数
の
人
で
チ

ェ
ッ
ク
す
る
体
制
に
す
れ
ば
︑
効

果
的
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
タ
イ

ヤ
を
長
く
使
え
る
よ
う
に
で
き
る

の
で
は
﹂
と
考
え
た
︒
タ
イ
ヤ
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
換
シ
ー
ト
を
作

り
︑
毎
月
１
回
記
入
し
て
整
備
管

理
者
に
提
出
す
る
よ
う
に
提
案
し

た
︒
整
備
管
理
者
は
上
司
と
現

物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
︑
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
良
い
か
︑
交
換
か
を
判
断
し

て
所
長
に
報
告
︒
所
長
が
最
終
判

断
を
す
る
よ
う
に
し
た
︒
そ
の
結

果
︑
交
換
せ
ず
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
済
む
こ
と
が
多
く
な
り
︑
タ

イ
ヤ
を
長
く
使
用
し
て
ム
ダ
を
省

く
こ
と
に
成
功
し
た
︒

　

現
場
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が

１
番
現
場
を
知
っ
て
い
て
︑
改
善

の
知
恵
も
あ
る
︒
そ
の
ア
イ
デ
ア

を
い
か
に
引
き
出
す
か
が
重
要
で

あ
る
︒

第
172
回

現場目線が生産性向上に繋がる

Ａ�

安
衛
法
違
反
の
「
健
康
診

断
」
未
実
施
事
案
を
相
互

に
通
報
し
、
改
善
措
置

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
厚
生
労
働
省
と
国

土
交
通
省
の
連
携
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

説
明
し
ま
し
ょ
う
︒
両
省
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
等
自
動
車
運
転
者
の

労
働
条
件
を
確
保
・
改
善
す
る
た
め
︑

改
善
基
準
告
示
な
ど
に
重
大
な
違
反
が

認
め
ら
れ
る
事
案
に
つ
い
て
︑
相
互
に

通
報
し
︑
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
い

う
相
互
通
報
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
︒ 

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

確
保
の
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
と

国
土
交
通
省
が
連
携
を
強
化
す
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。  第123回 

健康確保に関する厚
労・国交両省の連携強
化の内容は

具
体
的
に
は
︑
都
道
府
県
労
働
局
︑

労
働
基
準
監
督
署
な
ど
の
労
働
基
準

監
督
機
関
と
地
方
運
輸
局
︑
地
方
運

輸
支
局
な
ど
の
地
方
運
輸
機
関
が
監

督
等
の
結
果
を
相
互
に
通
報
し
合
い
︑

こ
れ
に
基
づ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
調
査

等
を
行
い
︑
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
で
︑
自
動
車
運
送
事
業
に
従
事
す

る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
労
働
条

件
の
改
善
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
︒

　

こ
れ
ま
で
︑
労
働
基
準
監
督
機
関

か
ら
地
方
運
輸
機
関
へ
は
︑
臨
検
の
結

果
︑
道
路
運
送
法
や
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
運
行
管
理
に
関
す
る
規

程
に
重
大
な
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
事
案
で
︑
改
善
基
準
告
示

違
反
︑
最
低
賃
金
法
違
反
な
ど
が
通

報
の
対
象
で
し
た
︒
一
方
︑
地
方
運
輸

機
関
か
ら
労
働
基
準
監
督
機
関
へ
は
︑

監
査
の
結
果
︑
労
働
基
準
法
︑
最
低

賃
金
法
︑
改
善
基
準
告
示
に
つ
い
て
重

大
な
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
事
案
が
通
報
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　

通
報
結
果
に
つ
い
て
は
︑
労
働
基
準

監
督
機
関
か
ら
地
方
運
輸
機
関
へ
は

平
成
23
年
８
３
５
件
︑
24
年
１
１
４
０

件
︑
25
年
９
７
４
件
︑
26
年
８
６
４
件
︑

27
年
８
２
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
︒ま
た
︑

地
方
運
輸
機
関
か
ら
労
働
基
準
監
督

機
関
へ
は
23
年
４
４
９
件
︑
24
年
３
９

９
件
︑25
年
２
５
６
件
︑26
年
３
１
２
件
︑

27
年
３
７
６
件
と
い
う
状
況
で
し
た
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
最
近
に
な
っ
て
︑
国
交

省
の
﹁
自
動
車
運
送
事
業
用
自
動
車

事
故
統
計
年
報
﹂
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
等
自
動
車
運
転
者
に
運

行
の
中
止
を
含
む
健
康
起
因
事
故
が

増
加
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
︒
22
年
に
１
０
０
件
だ

っ
た
健
康
起
因
事
故
の
報
告
件
数
は
︑

23
年
・
24
年
が
１
４
３
件
︑
25
年
が
１

３
５
件
と
続
き
︑
26
年
に
は
２
２
０
件

と
倍
増
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
両
省
は
連
携
を
強
化
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
健
康
確
保

の
た
め
︑
新
た
に
﹁
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

な
い
な
ど
の
違
反
が
認
め
ら
れ
た
事
案

に
つ
い
て
も
相
互
に
通
報
す
る
﹂
こ
と

と
し
ま
し
た
︒

　

厚
労
省
の
﹁
平
成
28
年
度
地
方
労

働
行
政
運
営
方
針
﹂
に
お
い
て
も
︑

依
然
と
し
て
長
時
間
労
働
の
実
態
が

認
め
ら
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
等

が
重
点
施
策
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
︒
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
国
交
省
等
と

連
携
し
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け

る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
地
方

協
議
会
﹂
を
開
催
し
︑
長
時
間
労
働

抑
制
等
の
労
働
条
件
改
善
に
取
り
組

む
と
し
て
お
り
︑
健
康
問
題
も
含
め

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
確

保
に
は
︑
厚
労
・
国
交
両
省
に
よ
る

二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
厳
し
い
監
視

下
に
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
し
ょ

う
︒

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

２
０
１
５
年
３
月
末
現
在
︑
世

界
の
天
然
ガ
ス
自
動
車
は
２
２
０

０
万
台
以
上
普
及
し
︑
近
年
で
は

毎
年
２
０
０
万
台
以
上
の
伸
び
を

記
録
し
て
い
る
︒
一
方
︑
日
本
に

目
を
転
じ
る
と
２
０
１
５
年
に
４
万

５
千
台
を
超
え
た
も
の
の
︑
普
及

の
速
度
は
明
ら
か
に
鈍
化
し
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
世
界
の
多
く
の

国
に
お
い
て
︑
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

天
然
ガ
ス
は
市
民
権
を
得
て
い
る

わ
け
だ
が
︑
今
回
は
そ
の
な
か
で

も
普
及
が
進
む
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天

然
ガ
ス
）
車
に
つ
い
て
︑
オ
ラ
ン

ダ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
視
察
事
例

を
紹
介
し
た
い
︒

　

現
在
︑
日
本
で
天
然
ガ
ス
自
動

車
と
し
て
走
行
し
て
い
る
の
は
︑

Ｃ
Ｎ
Ｇ（
圧
縮
天
然
ガ
ス
）車
で
あ

り
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
は
１
台
も
走
行
し

て
い
な
い
︒
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
は
︑
Ｃ
Ｎ

Ｇ
車
と
比
較
し
て
︑
ス
タ
ン
ド
で

の
充
填
時
間
が
短
く
︑
ま
た
航
続

距
離
も
長
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
︒
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
︑
燃

料
容
器
に
お
け
る
法
整
備
が
整
っ

て
い
な
い
た
め
︑
普
及
ど
こ
ろ
か

道
路
を
走
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
︒

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
複
数
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ

／
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ス
タ
ン
ド
を
訪
問
し
た

が
︑
基
本
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
セ

ル
フ
で
充
填
し
︑
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
決
済
し
て
い
た
︒
カ
メ
ラ

で
遠
隔
監
視
し
て
い
る
も
の
の
︑

大
半
は
無
人
で
運
営
さ
れ
て
お
り
︑

一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
と
い
う

現
状
を
実
感
し
た
︒
特
に
︑
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
充
填
作
業
は
安
全
の
た
め
に

手
袋
と
防
護
メ
ガ
ネ
を
着
用
す
る

が
︑
そ
れ
ほ
ど
労
力
を
必
要
と
し

な
い
︒
そ
の
た
め
︑
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
で
も
１
人

で
充
填
す
る
こ

と
が
で
き
る

（
写
真
①
）︒

　

オ
ラ
ン
ダ
で

は
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が

約
１
７
０
台
︑

Ｌ
Ｎ
Ｇ
ス
タ
ン

ド
は
６
か
所
あ

る
︒
欧
州
域
内

の
主
要
ル
ー
ト

で
は
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ

ス
タ
ン
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

目
指
し
︑14
の
エ
ネ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︑

１
０
０
台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
展

開
す
る
﹁
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ブ
ル
ー
コ
リ
ド

ー
﹂
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
︑
各
国
が
連
携
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車

の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
︑
車
両
メ

ー
カ
ー
を
中
心
に
視
察
し
た
︒
欧

州
の
環
境
規
制
﹁
ユ
ー
ロ
６
﹂
に

適
合
す
る
た
め
に
バ
イ
オ
ガ
ス
を

輸
送
用
燃
料
と
し
た
エ
ン
ジ
ン
開

発
を
行
っ
て
い
る
ス
カ
ニ
ア
（
写

真
②
）
や
︑
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
天
然

ガ
ス
を
混
焼
も
し
く
は
デ
ィ
ー
ゼ

ル
単
独
で
も
走
行
で
き
る
デ
ュ
ア

ル
フ
ュ
エ
ル
技
術
を
活
用
し
た
エ
ン

ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
る
ボ
ル
ボ
な

ど
の
メ
ー
カ
ー
が
︑
積
極
的
に
大

型
車
を
製
造
・
販
売
し
て
い
た
︒

　

現
在
︑
欧
州
で
は
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
大

型
ト
ラ
ッ
ク
は
１
６
０
０
台
︑
Ｌ

Ｎ
Ｇ
ス
タ
ン
ド
は
70
か
所
あ
る
が
︑

今
後
も
伸
び
て
い
く
予
定
で
あ
る
︒

　

日
本
に
お
い
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
を
導

入
す
る
に
は
︑
ま
ず
法
整
備
が
不

可
欠
で
あ
る
︒
輸
送
会
社
︑
自
動

車
メ
ー
カ
ー
︑自
動
車
部
品
会
社
︑

そ
し
て
ガ
ス
会
社
な
ど
︑
多
く
の

天
然
ガ
ス
自
動
車
関
係
者
と
と
も

に
︑
普
及
を
推
進
す
る
連
合
体
な

ど
を
組
織
化
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
︒

　

今
後
︑
わ
が
国
の
天
然
ガ
ス
自

動
車
を
め
ぐ
る
様
々
な
環
境
が
整

備
さ
れ
︑
効
率
面
や
環
境
面
に
お

け
る
輸
送
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
︒

　
（
特
別
顧
問
を
務
め
て
い
る
天

然
ガ
ス
自
動
車
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹇
事

務
局
：
（
一
社
）
日
本
ガ
ス
協

会
）﹈
の
２
０
１
３
年
度
海
外
視
察

の
結
果
を
参
考
に
ま
と
め
た
）
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市
駒
立
町
の
新
東
名
高
速
上

り
線
で
︑
路
肩
に
停
車
し
て

い
た
高
速
乗
合
バ
ス
に
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
し
て
︑
車

外
に
出
て
い
た
バ
ス
の
運
転

者
２
人
が
死
亡
し
︑
バ
ス
の

乗
客
２
人
と
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
の
計
３
人
が
軽
傷
を
負
う

重
大
事
故
と
な
っ
た
も
の
︒

　

事
故
原
因
は
︑
警
察
が
捜

査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
︑
輸
送
の
プ
ロ
で
あ
る
運

送
事
業
者
同
士
の
事
故
で
あ

る
と
と
も
に
︑
路
肩
に
停
車

中
の
車
両
に
追
突
す
る
と
い

う
基
本
的
な
安
全
確
認
不
足

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
た

め
︑
同
省
は
﹁
自
動
車
運
送

事
業
そ
の
も
の
の
社
会
的
信

頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
事

故
で
︑誠
に
遺
憾
﹂
と
指
摘
︒

　

年
末
年
始
の
繁
忙
期
に
向

け
て
︑重
大
事
故
を
防
止
し
︑

乗
客
乗
員
等
の
死
傷
者
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
︑

改
め
て
注
意
を
促
し
た
︒

　

具
体
的
に
は
︑
点
呼
等
を

通
じ
︑運
転
者
の
健
康
状
態
︑

過
労
状
態
の
確
実
な
把
握
に

努
め
︑
安
全
な
運
行
が
で
き

な
い
恐
れ
の
あ
る
運
転
者
を

乗
務
さ
せ
な
い
こ
と
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
︑
運
転
者
に

対
し
︑
適
正
な
車
間
距
離
の

確
保
︑
道
路
状
況
等
に
適
応

し
た
安
全
速
度
の
遵
守
等
安

全
運
行
に
係
る
適
切
な
指
示

を
行
う
よ
う
求
め
た
︒

　

ま
た
︑
高
速
道
路
に
お
い

て
︑
故
障
等
で
や
む
を
得
ず

停
車
す
る
場
合
は
︑
停
止
表

示
器
材
や
発
炎
筒
を
設
置
す

る
と
と
も
に
︑
運
転
者
等
が

車
外
に
出
る
場
合
に
は
後
続

車
等
に
十
分
注
意
す
る
な
ど

の
安
全
確
保
措
置
を
と
る
よ

う
促
し
た
︒

前
照
灯
を
自
動
点
灯
に

国
交
省
が
義
務
付
け

　

国
土
交
通
省
は
10
月
７

日
︑
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
が
自
動
で
点
灯
す
る
﹁
オ

ー
ト
ラ
イ
ト
機
能
﹂
を
義
務

付
け
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と

す
る
︑
道
路
運
送
車
両
の
保

安
基
準
等
改
正
を
公
布
し
︑

施
行
し
た
︒
周
囲
の
明
る
さ

が
一
定
以
下
と
な
っ
た
際
に

前
照
灯
が
自
動
で
点
灯
す
る

機
能
で
︑
薄
暮
時
の
交
通
事

故
実
態
を
踏
ま
え
て
義
務
付

け
を
行
う
も
の
︒

　

ま
た
︑
す
れ
違
い
用
の
前

照
灯
（
ロ
ー
ビ
ー
ム
）
に
つ

い
て
は
︑
周
囲
の
照
度
が
１

０
０
０
ル
ク
ス

未
満
で
自
動
点
灯

し
︑
７
０
０
０
ル
ク
ス

超
で
は
自

動
消
灯
す
る
こ
と
を
要
件
と

す
る
︒
１
０
０
０
ル
ク
ス

以
上
７

０
０
０
ル
ク
ス

以
下
は
︑
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
と
し
た
︒

　

な
お
︑
自
動
点
灯
機
能
に

つ
い
て
は
︑
手
動
に
よ
る
解

除
が
で
き
な
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

適
用
時
期
は
︑
乗
車
定
員

11
人
以
上
の
旅
客
自
動
車
と

車
両
総
重
量
３
・
５
㌧
超
の

貨
物
自
動
車
に
つ
い
て
は
︑

新
型
車
が
平
成
33
年
４
月
か

ら
︑
継
続
生
産
車
が
35
年
10

月
か
ら
︒
こ
れ
ら
以
外
の
自

動
車
は
新
型
車
が
32
年
４
月

か
ら
︑
継
続
生
産
車
が
33
年

４
月
か
ら
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
直
前
直
左
確

認
鏡
（
サ
イ
ド
ア
ン
ダ
ー
ミ

ラ
ー
）
の
取
り
付
け
方
法
に

つ
い
て
︑
容
易
に
取
り
外
せ

な
い
よ
う
︑溶
接
︑リ
ベ
ッ
ト
︑

ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
等
に
よ
っ

て
確
実
に
取
り
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
︒

29
年
１
月
１
日
以
降
の
製
作

車
か
ら
適
用
す
る
︒

高
速
道
路
で
の
安
全
確
保
を

全
ト
協
等
に
通
知

　

国
土
交
通
省
は
10
月
４

日
︑
愛
知
県
内
の
新
東
名
高

速
道
路
で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が

高
速
乗
合
バ
ス
に
追
突
し
︑

バ
ス
運
転
者
２
人
が
死
亡
す

る
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

�

冷
蔵
冷
凍
車
の
冷
凍
機
の

電
気
配
線
の
安
全
確
保
を

要
請フェ

リ
ー
火
災
事
故
受
け

　

国
土
交
通
省
は
９
月
29

日
︑
冷
蔵
冷
凍
車
の
冷
凍
機

の
電
気
配
線
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
︑
関
係
各
所
へ
の
注

意
喚
起
を
行
っ
た
︒

　

同
日
︑北
海
道
苫
小
牧
市

苫
小
牧
港
沖
45
海
里
付
近
で

平
成
27
年
７
月
31
日
に
発
生

し
た
﹁
旅
客
フ
ェ
リ
ー
さ
ん

ふ
ら
わ
あ　

だ
い
せ
つ
火
災

事
故
﹂
に
つ
い
て
︑
運
輸
安

全
委
員
会
に
よ
る
事
故
調
査

受
け
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
日
本
バ
ス
協
会
に
対

し
︑
高
速
道
路
で
の
安
全
確

保
に
万
全
を
期
す
よ
う
文
書

で
通
知
し
た
︒

　

事
故
は
10
月
２
日
︑
岡
崎

の
経
過
報
告
が
公
表
さ
れ
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
冷
凍
機

の
内
部
で
モ
ー
タ
の
配
線（
３

線
）
に
つ
い
て
︑
１
つ
の
配
線

の
一
部
に
短
絡
し
て
い
る
痕

跡
が
あ
り
︑
ま
た
︑
そ
の
付

近
に
は
切
断
し
た
後
に
撚よ

っ

て
結
線
さ
れ
た
箇
所
︑
お
よ

び
１
つ
の
配
線
に
断
線
し
て

い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
て
い

る
︒

　

同
事
故
に
つ
い
て
は
︑
出

火
元
の
特
定
お
よ
び
出
火
原

因
の
究
明
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
︑
同
委
員
会
に
よ
る
調
査

が
続
け
ら
れ
て
お
り
︑
こ
の

モ
ー
タ
の
配
線
の
結
線
方
法

等
と
出
火
と
の
因
果
関
係
も

不
明
で
は
あ
る
が
︑
冷
凍
機

を
取
り
扱
う
専
門
業
者
に
お

い
て
は
︑
こ
の
よ
う
な
撚
っ

た
配
線
は
一
般
的
に
は
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
冷

蔵
冷
凍
車
の
冷
凍
機
か
ら
の

出
火
防
止
に
万
全
を
期
す
よ

う
求
め
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

対
し
て
は
︑
①
保
有
す
る
冷

蔵
冷
凍
車
の
冷
凍
機
に
つ
い

て
︑
適
切
な
結
線
方
法
に
よ

り
配
線
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

点
検
す
る
こ
と
︒
点
検
の
結

果
︑
適
切
な
結
線
方
法
に
よ

り
配
線
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
︑
専

門
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
し

て
適
切
に
配
線
す
る
こ
と
②

冷
凍
機
メ
ー
カ
ー
が
推
奨
す

る
点
検
（
日
常
︑
定
期
︑
一

定
距
離
ご
と
な
ど
）
を
︑
必

要
に
応
じ
専
門
業
者
に
依
頼

す
る
な
ど
し
て
適
切
に
実
施

す
る
こ
と
③
冷
凍
機
に
関
す

る
電
気
配
線
の
補
修
等
を
行

う
際
に
は
︑
専
門
業
者
に
依

頼
す
る
な
ど
し
て
︑
適
切
な

施
工
を
確
保
す
る
こ
と
︱
︱

の
３
点
に
つ
い
て
︑
冷
蔵
冷

凍
車
の
冷
凍
機
の
電
気
系
統

の
安
全
確
保
に
努
め
る
よ
う

要
請
し
た
︒

　

厚
生
労
働
省
は
︑
11
月
を

﹁
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
﹂
と
定
め
︑
過
労
死
等
を

な
く
す
た
め
に
︑
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

に
取
り
組
む
︒

　

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
も
の
で
︑
過
労

死
等
を
防
止
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
国
民
の
自
覚

11
月
は
過
労
死
防
止
月
間

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
実
施

を
促
し
︑
関
心
と
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
目
的
︒

　

民
間
団
体
と
連
携
し
て
︑

11
月
を
中
心
に
全
国
で
計
43

回
﹁
過
労
死
等
防
止
対
策
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
を
行
う

ほ
か
︑﹁
過
重
労
働
解
消
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
と
し
て
︑
著

し
い
過
重
労
働
や
悪
質
な
賃

金
不
払
い
残
業
な
ど
の
撲
滅

に
向
け
た
監
督
指
導
や
︑
無

料
の
電
話
相
談
な
ど
を
行
う
︒

　

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
に
先
立
ち
︑
使

用
者
団
体
や
労
働
組
合
に
対

し
︑
長
時
間
労
働
削
減
に
向

け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
周

知
・
啓
発
等
の
実
施
に
つ
い

て
︑
厚
生
労
働
大
臣
名
に
よ

る
協
力
要
請
を
行
う
ほ
か
︑

都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
へ

の
職
場
訪
問
を
実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
長
時
間
の
過
重
な

労
働
に
よ
る
過
労
死
な
ど
に

関
し
て
労
災
請
求
が
行
わ
れ

た
事
業
場
な
ど
に
対
し
重
点

監
督
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
（
無
料
）
を
全
国
一

斉
に
実
施
す
る
︒

下
請
取
引
適
正
化
推
進
月
間

中
企
庁
と
公
取
委
が
連
携

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
は
︑毎
年
11
月
を﹁
下

請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
﹂

と
し
︑
下
請
法
の
普
及
・
啓

発
事
業
を
集
中
的
に
行
う
︒

　

今
年
度
の
推
進
月
間
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
標
語
は
︑
７
月
に

公
募
し
て
決
定
し
た
﹁
下
請

の　

確
か
な
技
術
に　

見
合

っ
た
対
価
﹂
で
︑
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
活
用
す
る
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
下
請
法
に

基
づ
く
書
面
調
査
に
回
答
が

な
く
督
促
に
応
じ
な
い
親
事

業
者
︑
過
去
に
同
様
の
改
善

指
導
を
２
回
以
上
受
け
て
い

る
親
事
業
者
の
役
員
等
を
招

致
す
る
︑
特
別
事
情
聴
取
等

を
実
施
す
る
︒

　

ま
た
全
国
各
地
で
︑
下
請

取
引
適
正
化
推
進
の
た
め
の

講
習
会
︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る

ほ
か
︑
弁
護
士
等
に
よ
る
無

料
相
談
や
裁
判
外
紛
争
解
決

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
を
無
料
で
行
う

﹁
下
請
か
け
こ
み
寺
﹂
の
利

用
促
進
な
ど
を
図
る
︒

の
う
ち
27
件
が
ト
ラ
ッ
ク
運

転
者
に
対
す
る
も
の
で
︑
全

て
の
労
働
者
に
占
め
る
ト
ラ

ッ
ク
運
転
者
の
割
合
が
大
き

な
比
率
を
占
め
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時

間
労
働
の
改
善
は
急
務
だ

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

側
の
み
の
努
力
で
解
決
す
る

こ
と
は
困
難
な
た
め
︑
同
白

書
は
︑﹁
発
注
者
と
の
取
引

関
係
の
あ
り
方
も
含
め
て
改

善
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
﹂
と
指
摘
︒
27
年
に
中
央

お
よ
び
全
都
道
府
県
に
設
置

し
た
︑
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
で
︑
荷
主
と

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
協

働
に
よ
り
︑
長
時
間
労
働
の

抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

る
と
︑
平
均
的
な
１
か
月
の

時
間
外
労
働
時
間
が
45
時
間

超
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合

は
︑
①
運
輸
業
︑
郵
便
業
②

宿
泊
業
︑
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

③
卸
売
業
︑
小
売
業
︱
︱
の

順
に
多
く
︑
残
業
時
間
が
長

い
ほ
ど
﹁
疲
労
の
蓄
積
度
﹂

お
よ
び
﹁
ス
ト
レ
ス
﹂
が
高

い
者
の
割
合
が
高
い
︒

　

同
白
書
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
つ
い
て
も
言
及
︒

道
路
貨
物
運
送
業
の
年
間
総

実
労
働
時
間
は
︑
全
産
業
の

中
で
最
も
長
い
２
４
４
３
時

間
で
︑
労
災
補
償
状
況
を
み

て
も
︑
脳
・
心
臓
疾
患
の
全

支
給
決
定
件
数
２
５
１
件
の

う
ち
79
件
が
︑
精
神
障
害
の

全
支
給
決
定
件
数
４
７
２
件

初
の﹁
過
労
死
白
書
﹂を
決
定

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
も
言
及

　

政
府
は
10
月
７
日
︑
過
労

死
等
防
止
対
策
白
書
を
初
め

て
ま
と
め
︑閣
議
決
定
し
た
︒

平
成
26
年
に
施
行
さ
れ
た
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
に

基
づ
く
年
次
報
告
書
で
︑
同

法
が
制
定
さ
れ
た
経
緯
や
27

年
度
に
実
施
さ
れ
た
過
労
死

等
防
止
対
策
の
取
り
組
み
状

況
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

　

脳
・
心
臓
疾
患
に
係
る
労

災
の
支
給
決
定
件
数
は
︑
14

年
度
に
３
０
０
件
を
超
え
て

以
降
︑
２
０
０
件
台
後
半
～

３
０
０
件
台
で
推
移
し
て
お

り
︑
精
神
障
害
に
係
る
支
給

決
定
件
数
は
24
年
度
以
降
４

０
０
件
台
で
推
移
し
て
い
る
︒

NEXCO 西日本からのお知らせ

　西日本高速道路㈱（NEXCO西日本）では、10月を「高速道路
における落下物防止強化月間」に位置付けています。
　落下物により、後続車両が衝突や乗り上げ、巻き込み等を起こ
すほか、落下物を避けるために無理な車線変更を余儀なくされる
ことなどにより、死亡事故や車両火災等の重大な事故に繋がる恐
れがあります。

＜積荷の出発前チェック・運転中の再チェックを！＞
　高速走行を行う高速道路では、一般道を走行する場合より積荷
等に風圧や振動がかかります。出発前や高速道路走行前には積荷
にシートをかけ、ロープで固定するなど、落下防止措置を取るとと
もに、長距離・長時間走行の場合は途中のサービスエリア等でも
再チェックするようにしましょう。

高速道路における落下物は
大変危険です！
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て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
用
の
名
刺

を
作
成
し
て
い
ま
す
︒
名
刺

を
渡
し
て
お
客
様
と
の
接
点

を
広
げ
る
こ
と
で
︑
仕
事
へ

の
や
り
が
い
や
責
任
感
を
高

め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
会
社
と
し
て
長
く

働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
︑
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
長

く
活
躍
で
き
る
場
を
創
出
し

て
い
る
ほ
か
︑
若
年
層
を
含

む
運
送
業
界
未
経
験
者
へ
の

教
育
体
制
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑当
社
独
自
の
﹁
安

全
ル
ー
ル
﹂
を
取
り
決
め
て

い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
バ
ッ
ク

走
行
時
に
は
ハ
ザ
ー
ド
点
滅

と
後
方
下
車
確
認
を
徹
底
さ

せ
る
ほ
か
︑
輪
止
め
を
当
社

の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
緑
色

に
塗
装
し
︑
輪
止
め
の
完
全

賞
金
が
授
与
さ
れ
る
﹁
高
井

戸
カ
ッ
プ
﹂

⑥
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
自
社
で
開

催
（
今
年
で
２
回
目
）

　

ま
た
︑
準
中
型
免
許
制
度

導
入
に
合
わ
せ
︑
当
社
で
は

運
転
指
導
技
能
員
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑﹁
誰

か
に
教
え
ら
れ
る
﹂
ド
ラ
イ

バ
ー
の
育
成
を
目
指
す
た
め

の
も
の
で
︑
外
部
教
育
訓
練

施
設
で
の
２
日
間
の
受
講
を

経
た
上
で
︑
技
能
員
に
認
定

し
て
い
ま
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
安
全
確
保
を

目
指
す
上
で
は
︑
運
送
会
社

で
働
く
従
業
員
の
安
全
意
識

向
上
が
根
幹
に
な
っ
て
き
ま

す
︒
当
社
で
は
︑﹁
人
材
育

成
こ
そ
が
安
全
へ
の
王
道
で

あ
る
﹂
と
捉
え
︑
ド
ラ
イ
バ

に
な
っ
て
﹁
安
全
が
第
一
﹂

の
社
風
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
︒
当
社
に
お
け

る
安
全
の
合
言
葉
を
﹁
自
分

を
大
切
に
﹂
と
定
め
︑
安
全

へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
で
自
分
と
家
族
の

笑
顔
を
守
っ
て
い
き
ま
す
︒

　

当
社
に
お
け
る
安
全
教
育

事
例
を
紹
介
す
る
と
︑
ま
ず

月
次
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
大

き
な
特
徴
は
︑
同
じ
内
容
を

土
曜
・
日
曜
・
月
曜
と
３
日

間
に
分
け
て
多
頻
度
開
催
し

て
い
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
参
加
し
や
す
く
す
る
こ

と
で
出
席
率
１
０
０
％
を
誇

実
施
を
促
し
て
い
ま
す
︒
雪

道
走
行
時
に
は
前
車
と
の
車

間
距
離
を
広
く
開
け
ま
す

が
︑
そ
れ
を
通
年
で
実
施
す

る
こ
と
で
追
突
事
故
防
止
に

繋
げ
て
い
ま
す
︒
そ
の
他
︑

信
号
待
ち
停
車
時
は
サ
イ
ド

ブ
レ
ー
キ
を
使
用
す
る
︑
交

差
点
通
行
時
や
倉
庫
内
で
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
操
作
時
な

ど
は
指
差
呼
称
確
認
を
励
行

す
る
な
ど
に
よ
り
︑
事
故
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
︒

　

当
社
の
安
全
教
育
と
し
て

は
︑
国
土
交
通
省
告
示
第
１

３
６
６
号
に
準
じ
た
月
次
の

ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
の
ほ
か
︑

外
部
研
修
や
勉
強
会
へ
の
積

極
参
加
︑
安
全
衛
生
委
員
会

を
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形

式
で
実
施
︑
添
乗
指
導
に
よ

る
個
別
の
改
善
指
導
な
ど
を

ー
の
安
全
へ
の
関
心
を
高
め
︑

維
持
し
て
い
く
た
め
の
職
場

づ
く
り
に
も
努
め
て
い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
ま
し
た
︒
金
銭

的
問
題
や
病
気
︑
ま
た
家
庭

問
題
な
ど
︑
様
々
な
悩
み
を

抱
え
た
ま
ま
ハ
ン
ド
ル
を
握

っ
て
い
る
と
︑
事
故
に
も
繋

が
り
か
ね
ま
せ
ん
︒
そ
こ
で
︑

24
時
間
体
制
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
悩
み
や
要
望
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
し
く
み
を
構
築
し
ま

し
た
︒
ま
た
︑
会
社
の
考
え

方
を
正
し
く
伝
え
︑
社
員
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
︑
社
内
誌

﹁
た
か
い
ど
通
信
﹂を
発
行
︒

同
誌
を
自
宅
に
郵
送
し
︑
家

族
に
も
読
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
で
︑
家
庭
内
で
の
仕
事
へ

の
理
解
と
協
力
体
制
が
向
上

し
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
新
卒
社
員
・
若

手
社
員
の
教
育
の
場
と
し

て
︑
昨
年
４
月
か
ら
社
内
に

﹁
高
井
戸
大
学
﹂
を
開
校
さ

せ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
物

流
品
質
の
向
上
に
限
ら
ず
︑

社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
の

心
得
の
習
得
を
目
指
す
た
め

の
も
の
で
あ
り
︑
受
講
者
は

毎
月
受
講
し
︑
レ
ポ
ー
ト
提

出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
︒

﹁
安
全
意
識
の
向
上
﹂
は
同

大
学
に
お
け
る
重
要
テ
ー
マ

の
ひ
と
つ
と
位
置
付
け
て
お

り
︑
同
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
受
講
生
か
ら
周
囲
に
発
信

さ
せ
る
こ
と
で
︑
会
社
全
体

に
安
全
意
識
が
伝
播
し
て
い

け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
︒

っ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
安
全
・
品
質
・
環

境
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る

た
め
︑
当
社
独
自
の
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
評
価
基
準
﹂
を
設
定

し
て
い
ま
す
︒﹁
安
全
・
品
質
﹂

﹁
車
両
管
理
﹂﹁
あ
い
さ
つ

・
身
だ
し
な
み
﹂
と
い
っ
た

項
目
を
定
期
的
に
確
認
し
︑

こ
れ
ら
を
満
た
し
た
場
合
に

は
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
当
社
で
は
﹁
健
康

な
く
し
て
安
全
な
し
﹂
と
の

考
え
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
管
理
に
も
注
力
し
て
い

ま
す
︒
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
）
の
定
期
検
査

を
全
社
員
対
象
に
実
施
し
た

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ま
た
︑
休
憩
室
や
倉
庫
︑
事

務
所
の
掲
示
板
に
は
良
い
事

例
と
悪
い
事
例
を
併
記
し
︑

視
覚
的
に
比
較
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
当
社
で
は
︑
北
海

道
内
の
小
学
校
で
開
催
さ
れ

る
体
験
型
交
通
安
全
授
業
へ

の
支
援
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
業
界

紙
な
ど
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
名

前
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
す
︒

　

私
た
ち
は
︑
会
社
で
定
め

た
ル
ー
ル
を
社
員
全
員
が
守

り
︑
安
全
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
︑

地
域
に
一
層
愛
さ
れ
る
会
社

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
︒

結
果
︑
２
人
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
だ
け
で

な
く
︑
過
去
に
発
生
し
た
重

大
事
故
の
中
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ

る
も
の
と
み
ら
れ
る
事
故
が

あ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
︒
そ
の
た
め
︑
当
社
で
は

検
査
費
や
治
療
費
︑
治
療
に

行
っ
た
日
の
日
当
を
会
社
負

担
と
し
︑
早
期
に
発
見
し
治

療
し
て
︑
完
治
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
症

状
に
よ
っ
て
は
適
切
な
配
置

転
換
を
行
う
な
ど
︑﹁
長
く

働
け
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
﹂
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

　

家
族
と
と
も
に
健
康
管
理

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
の

思
い
か
ら
︑
当
社
で
は
給
与

明
細
書
に
﹁
家
族
通
信
（
社

内
報
）﹂
を
同
封
し
て
い
ま

す
︒
食
生
活
を
含
め
た
生
活

習
慣
の
見
直
し
や
︑
腰
痛
予

防
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
︑
健

康
情
報
を
家
族
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
で
︑
会
社
と
家

族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
︒

　

そ
し
て
︑
食
生
活
と
い
う

観
点
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
︑
当
社
で
は
春

と
秋
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
︒
自
社

内
の
菜
園
や
養
鶏
場
︑
果
樹

園
で
の
収
穫
体
験
を
通
じ
︑

﹁
食
へ
の
関
心
﹂
を
高
め
る

絶
好
の
機
会
に
な
る
と
と
も

に
︑
一
緒
に
参
加
す
る
家
族

と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
で
︑

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
う
し
た
安
全
と
健
康
を
考

え
る
場
を
作
っ
て
い
く
の
は
︑

会
社
と
し
て
の
最
大
の
務
め

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

最
後
に
︑
安
心
し
て
生
涯

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
目

指
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
︑
当
社
で
は
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
雇
用
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
体
力

と
能
力
を
配
慮
し
た
配
送
コ

ー
ス
の
準
備
︑
リ
フ
ト
マ
ン

や
倉
庫
作
業
員
へ
の
配
置
転

換
な
ど
︑
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
と
っ
て
負
担
感
の
な
い
形

で
勤
務
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
の
ほ
か
︑
新
倉
庫
の

建
設
な
ど
に
よ
る
雇
用
機
会

の
確
保
な
ど
︑
非
運
転
業
務

の
拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
︒
雇
用
機
会
の
創
出
は

業
界
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ

て
き
ま
す
の
で
︑
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
︒

　

当
社
に
お
け
る
安
全
・
品

質
・
環
境
の
取
り
組
み
を
振

り
返
る
と
︑
５
年
ほ
ど
前
ま

で
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
押
し

付
け
傾
向
が
強
か
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

﹁
や
ら
せ
る
の
で
は
な
く
自

ら
進
ん
で
取
り
組
む
﹂
組
織

へ
と
大
き
く
変
革
さ
せ
︑
自

分
を
守
る
ル
ー
ル
を
自
分
た

ち
で
決
め
る
体
制
づ
く
り
を

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
﹁
事

故
防
止
﹂
よ
り
も
﹁
売
上
優

先
﹂
と
い
う
考
え
方
で
し
た

が
︑
安
全
に
対
す
る
基
本
理

念
を
大
き
く
転
換
さ
せ
︑﹁
輸

送
の
安
全
確
保
が
最
も
重
要

で
あ
る
﹂
と
い
う
考
え
方
に

改
め
ま
し
た
︒
そ
う
し
た
基

本
理
念
を
社
内
に
浸
透
さ
せ

る
た
め
に
︑
平
成
18
年
４
月

に
社
長
直
下
に
よ
る
安
全
品

推
進
し
て
き
ま
し
た
︒

　

社
員
全
員
が
同
じ
よ
う
に

取
り
組
む
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
︑
ま
ず
簡
単
な
こ
と
か

ら
取
り
決
め
て
︑
全
員
が
で

き
る
ま
で
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
︒
特
に
︑﹁
初
歩
的
な
こ

と
は
確
実
に
す
る
﹂﹁
一
般
的

な
こ
と
は
継
続
す
る
﹂﹁
基

本
的
な
こ
と
を
大
切
に
す

る
﹂
と
い
う
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
︑
全
員
で
自
発
的
に

取
り
組
む
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
︒

　

当
社
に
お
け
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
説
明
し
ま
す

と
︑
ま
ず
﹁
安
全
で
正
し
く

質
委
員
会
を
設
置
︒
全
社
に

及
ぶ
管
理
体
制
の
構
築
に
精

力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ス
で
委
員
を
選
出
し
︑

現
場
単
位
で
具
体
的
な
取
り

組
み
を
行
う
よ
う
改
善
し
ま

し
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
は
︑
身
近
な
社
員
か
ら
指

導
を
受
け
る
こ
と
で
︑
事
故

に
よ
り
会
社
の
信
用
が
失
わ

れ
る
こ
と
や
経
済
的
損
失
を

被
る
こ
と
が
﹁
他
人
ご
と
で

は
な
く
自
分
ご
と
﹂
に
変
化

し
︑
よ
り
安
全
運
転
を
心
が

け
る
よ
う
に
な
る
な
ど
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
考
え
方
が
大
き

く
進
化
し
ま
し
た
︒

働
け
る
職
場
づ
く
り
﹂
を
進

め
て
い
ま
す
︒
汚
い
も
の
や

壊
れ
て
い
る
屋
内
外
施
設
備

品
等
を
見
つ
け
た
ら
︑
修
繕

や
美
化
を
行
い
ま
す
︒
美
化

活
動
を
奨
励
す
る
こ
と
で
︑

美
化
活
動
が
当
た
り
前
に
な

る
職
場
環
境
と
な
り
︑
日
頃

か
ら
き
れ
い
な
職
場
・
き
れ

い
な
ト
ラ
ッ
ク
が
保
た
れ
ま

す
︒
き
れ
い
な
状
態
が
当
た

り
前
に
な
る
こ
と
で
︑
車
両

を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思

い
が
生
ま
れ
︑
結
果
と
し
て

事
故
減
少
に
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
︒

　

そ
し
て
︑﹁
安
全
で
長
く

働
け
る
職
場
づ
く
り
﹂
と
し

　

当
社
に
お
け
る
安
全
へ
の

取
り
組
み
は
︑
主
に
次
の
通

り
に
な
り
ま
す
︒

①
毎
年
１
月
に
ホ
テ
ル
で
安

全
表
彰
式
を
開
催

②
年
末
の
現
場
巡
回
で
社
長

が
安
全
汁（
豚
汁
）を
作
り
︑

社
員
に
ふ
る
ま
っ
て
年
末
年

始
の
事
故
防
止
に
繋
げ
る

③
無
事
故
報
奨
金
制
度
の
導

入④
各
営
業
所
で
チ
ー
ム
を
結

成
し
︑
１
年
間
無
事
故
だ
っ

た
場
合
に
は
無
事
故
事
業
所

表
彰
を
実
施

⑤
５
人
１
組
の
チ
ー
ム
が
半

年
間
無
事
故
無
違
反
に
取
り

組
み
︑
達
成
し
た
場
合
に
は

　

当
社
は
大
阪
府
に
本
社
を

置
き
︑
主
に
関
西
・
関
東
間

の
輸
送
を
中
心
に
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
平
成
17
年
に

重
大
人
身
事
故
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
そ
の

際
︑
お
客
様
か
ら
多
く
の
励

ま
し
の
言
葉
を
頂
戴
し
︑﹁
二

度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ

な
い
﹂
と
心
に
決
め
︑
本
気

ま
ず
は
簡
単
な
こ
と
か
ら
「
自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
」
環
境
づ
く
り
を
推
進

清せ

い

の野
　
敏と

し
ひ
こ彦　

㈱
ジ
ャ
ス
ト
・
カ
ー
ゴ 

代
表
取
締
役
《
北
海
道
》

「
人
材
育
成
こ
そ
が
安
全
へ
の
王
道
」　

教
育
通
じ
安
全
意
識
を
社
内
に
伝
播

飯い

い

だ田
　
勇ゆ

う
い
ち一　

高
井
戸
運
送
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
《
東
京
都
》

「
健
康
な
く
し
て
安
全
な
し
」　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
維
持
に
力
を
注
ぐ

堂ど
う
さ
か坂

　
佳よ

し
の
ぶ延　

コ
フ
ジ
物
流
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
《
大
阪
府
》

社内における交通安全対策の充実の必要性がますます高まる
　交通死亡事故の発生件数は減少傾向がみられるものの、残念ながら３月と５月にはトラックが絡
む重大事故が発生しており、追突事故防止へのさらなる取り組みが必要になっています。一方、準
中型免許新設に伴い、運送事業者が運転者に対して行う指導および監督の指針が改正され、初任
運転者への安全教育強化が図られます。
　安全教育を充実させるためには、研修ができる「社内」講師と、添乗指導ができる「車内」講師
を運送事業者が育てる必要があります。会社内で教える文化を醸成し、社員自らが考える習慣をも
つことで、ルールを守ることのできるドライバーを育てる風土ができるのです。
　今回は、今後ますます安全教育の重要性が高まっていく中で、コストを抑えて交通安全対策を推
進し、良好な結果を出している運送事業者における事例について、3人のパネリストからご紹介いた
だきます。

パネリスト（プロフィール）　
㈱ジャスト・カーゴ　清野敏彦 代表取締役
本社／ 北海道石狩市

新港中央 2-757-13
資本金／ 2,500 万円
従業員数／ 65人

設立／ 平成６年３月 車両数／ 52台

高井戸運送㈱　飯田勇一  代表取締役社長
本社／ 東京都杉並区

下高井戸 5-4-45
資本金／ 5,000 万円
従業員数／ 150 人

設立／ 昭和 44年 11月 車両数／ 150台

コフジ物流㈱　堂坂佳延 代表取締役社長
本社／ 大阪府枚方市

春日西町 3-45-1
資本金／ 1,500 万円
従業員数／ 240 人

設立／ 昭和 50年９月 車両数／ 210台

トラック業界の交通安全対策の推進について第１分科会

第
21
回                                                       

分
科
会
報
告

特集

コーディネーター

高
た か や な ぎ

柳 勝
か つ じ

二
㈱プロデキューブ
代表取締役全

国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
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者
が
︑
今
で
は
年
に
３
人
に

な
る
と
い
う
改
善
結
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
︒

　

新
卒
採
用
に
関
し
て
は
︑

10
年
前
に
開
始
し
︑
６
年
前

か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
大
学
生
の
受
け
入

れ
も
不
定
期
に
は
あ
り
ま
す

が
︑
工
業
系
の
高
校
生
を
中

心
に
︑
毎
年
３
～
４
人
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
︒
２
年
前
か

ら
は
︑
職
場
見
学
を
中
心
に

行
っ
て
き
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
見
直
し
︑
物
流
業
の
使
命

や
︑
会
社
の
経
営
な
ど
に
つ

い
て
の
講
義
も
行
う
よ
う
に

し
ま
し
た
︒
そ
れ
は
︑
当
社

の
﹁
目
的
﹂
を
学
生
に
直
接

伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
た
か

ら
で
す
︒
そ
の
結
果
︑
昨
年

未
経
験
者
を
高
く
評
価
し
︑

そ
の
評
価
を
給
与
に
も
還
元

し
よ
う
と
始
め
た
の
が
月
給

制
で
し
た
︒
月
給
制
は
︑
高

校
新
卒
者
や
業
界
未
経
験
者

に
も
分
か
り
や
す
い
賃
金
体

系
で
す
︒

　

ま
た
︑
人
間
性
や
あ
い
さ

つ
︑
対
応
力
な
ど
の
基
準
を

設
け
︑
社
長
や
幹
部
か
ら
の

評
価
以
外
に
も
︑
社
員
同
士

で
互
い
に
ス
キ
ル
や
仕
事
に

対
す
る
姿
勢
を
評
価
し
あ

い
︑
そ
の
評
価
結
果
を
も
と

に
給
与
を
決
定
す
る
評
価
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
こ

の
制
度
に
よ
り
︑
社
内
の
風

通
し
が
よ
く
な
る
と
同
時

に
︑
ど
う
働
け
ば
評
価
や
給

与
や
役
職
が
ア
ッ
プ
す
る
か

が
明
確
に
な
っ
た
た
め
︑
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

な
り
ま
し
た
︒

　

定
着
率
が
悪
か
っ
た
時
期

に
お
い
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
た

ち
は
﹁
労
働
時
間
が
不
規
則

で
体
力
的
に
難
し
い
﹂︑﹁
親

の
介
護
や
子
ど
も
の
お
迎
え

が
あ
る
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
勤
務
が
厳
し
い
﹂

と
い
っ
た
理
由
で
退
職
し
て

い
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
こ
の

時
期
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

を
解
消
す
る
た
め
︑
毎
週
求

人
誌
に
広
告
を
出
し
て
い
ま

し
た
が
︑
面
接
に
来
る
応
募

者
は
少
な
い
と
い
う
状
況
で

し
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
離
職

率
を
下
げ
︑
採
用
率
と
定
着

率
を
上
げ
る
た
め
に
︑
ま
ず

ま
で
﹁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
は
１
０
０
％
入
社
す
る
﹂

と
い
う
実
績
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
︒

　

新
卒
採
用
に
お
い
て
も
の

を
い
う
の
は
︑
な
ん
と
い
っ
て

も
入
社
実
績
で
す
︒﹁
先
輩

に
同
じ
学
校
出
身
の
社
員
が

い
る
﹂
と
い
う
安
心
感
は
大

き
く
︑
そ
う
し
た
実
績
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
継
続

的
な
新
卒
者
の
確
保
を
実
現

す
る
と
考
え
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
今
年
４
月
か
ら

は
︑﹁
人
材
開
発
課
﹂
を
設

置
し
ま
し
た
︒
企
業
説
明
会

へ
の
参
加
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
対
応
な
ど
の
新
卒
採
用
促

進
を
行
う
と
と
も
に
︑
新
入

社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
等
も
担
う
こ
と
で
︑

新
卒
採
用
者
の
さ
ら
な
る
定

も
繋
が
り
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
そ
う
し
た
制
度

改
革
に
は
︑
痛
み
も
伴
い
ま

す
︒
制
度
や
社
風
の
変
化
を

嫌
い
︑
歩
合
制
の
同
業
他
社

へ
転
職
す
る
な
ど
︑
当
社
で

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
大
量
退
職

を
２
度
経
験
し
ま
し
た
︒
給

与
や
労
働
環
境
の
充
実
を
図

り
︑
定
着
率
向
上
に
取
り
組

む
一
方
で
︑
あ
る
程
度
の
退

職
者
は
想
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒
会
社
を
よ
り
よ

く
し
て
い
く
過
程
で
の
退
職

は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
受

け
止
め
︑
採
用
母
数
を
増
や

す
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
新
陳
代
謝
を
繰

り
返
し
な
が
ら
︑
定
着
率
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

新
卒
者
採
用
に
関
し
て

は
︑
開
始
初
年
度
（
平
成
19

年
度
）
は
応
募
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
︑
１
人
採
用
す

る
と
そ
の
後
輩
が
応
募
し
て

き
た
り
︑
高
校
の
先
生
が
会

社
訪
問
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
︒
そ

れ
以
降
︑
先
生
方
と
の
コ
ン

タ
ク
ト
を
し
っ
か
り
と
る
よ

う
に
な
り
︑
メ
ル
マ
ガ
や
社

外
報
で
も
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
︒
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
︑
就
職
先
選
び
に
悩
む
生

徒
に
︑﹁
こ
の
会
社
は
お
も
し

ろ
い
か
ら
︑
見
学
に
行
っ
て

み
た
ら
﹂
と
先
生
が
助
言
し

た
そ
の
一
言
が
決
め
手
で
入

社
に
至
っ
た
と
い
う
事
例
も

あ
り
ま
し
た
︒

　

新
卒
採
用
に
関
し
て
は
︑

と
に
か
く
毎
年
求
人
を
出
し

続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
︒

﹁
人
を
集
め
る
の
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
要
因
﹂
と
︑﹁
人

が
集
ま
り
や
す
い
会
社
と
は

ど
の
よ
う
な
会
社
か
﹂
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
︑
詳
細
な

現
状
分
析
を
行
い
ま
し
た
︒

　

そ
の
分
析
結
果
か
ら
︑
私

は
あ
る
雇
用
持
続
の
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
辿
り
着
き
ま

し
た
︒
そ
れ
は
﹁
モ
ラ
ル
﹂

と
﹁
モ
ラ
ー
ル
﹂
と
い
う
概

念
で
す
︒
モ
ラ
ル
と
は
︑﹁
倫

理
観
・
道
徳
意
識
﹂
の
こ
と

で
す
︒
法
令
遵
守
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
︑適
正
な
出
退
勤
︑

会
社
の
資
産
・
備
品
の
適
正

使
用
等
︑
公
私
の
区
別
を
き

ち
ん
と
つ
け
る
こ
と
や
︑
取

着
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

ま
す
︒

　

こ
れ
は
新
卒
採
用
に
限
ら

ず
い
え
る
こ
と
で
す
が
︑
人

事
考
課
制
度
の
整
備
等
に
よ

っ
て
︑﹁
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

す
れ
ば
︑
ど
う
い
っ
た
評
価

を
さ
れ
︑
ど
れ
ほ
ど
の
賃
金

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
﹂
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

示
す
こ
と
は
と
て
も
重
要
で

す
︒
当
社
で
は
年
に
２
回
︑

評
価
・
面
接
を
行
っ
て
い
ま

す
が
︑
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
マ

ッ
プ
の
も
と
︑
個
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
要
望
に
合
わ

せ
た
働
き
方
を
会
社
と
相
談

で
き
︑
会
社
も
そ
れ
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
整
備
す
る
こ
と
が
︑
人

材
の
定
着
の
カ
ギ
だ
と
考
え

ま
す
︒

引
に
お
け
る
公
正
さ
な
ど
︑

公
序
良
俗
に
反
さ
な
い
行
動

が
と
れ
る
こ
と
︑つ
ま
り
﹁
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
︒そ
し
て
︑

モ
ラ
ー
ル
と
は
︑﹁
勤
労
（
労

働
）
意
欲
︑
士
気
﹂
の
こ
と

で
す
︒
職
場
の
環
境
や
労
働

条
件
︑
人
間
関
係
や
帰
属
意

識
な
ど
に
影
響
さ
れ
て
生
じ

る
従
業
員
の
意
識
の
問
題
︑

つ
ま
り
﹁
や
る
気
が
あ
る
﹂

と
い
う
こ
と
で
す
︒﹁
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
が
で
き
る
人
材

を
確
保
し
︑
従
業
員
に
や
る

気
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
も

ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

行
う
こ
と
﹂
こ
そ
が
︑
雇
用

と
職
場
環
境
の
改
善
に
繋
が

る
と
考
え
ま
し
た
︒

　

求
人
方
法
の
改
善
点
と
し

て
は
︑
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
求
人
広
告
で
は
︑
職
場

環
境
を
把
握
し
や
す
く
す
る

た
め
︑
業
務
内
容
を
動
画
・

写
真
で
Ｐ
Ｒ
②
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
悪
化
を
避
け
る
た
め
︑

求
人
誌
の
掲
載
頻
度
は
適
度

に
す
る
③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
で
は
︑
常
に
目
立
つ
場

所
に
求
人
票
を
掲
載
で
き
る

よ
う
に
す
る
④
実
際
に
働
い

て
い
る
人
と
交
流
し
︑
作
業

の
環
境
・
内
容
を
知
り
︑
納

得
し
て
働
い
て
も
ら
う
た
め

の
職
場
体
験
の
実
施
︱
︱
等

を
行
い
ま
し
た
︒

　

職
場
環
境
の
改
善
点
と
し

て
は
︑
①
相
談
箱
の
設
置
や

日
常
会
話
を
通
し
て
︑
従
業

員
か
ら
情
報
収
集
を
行
う
こ

と
で
︑
環
境
が
改
善
で
き
る

風
土
を
確
立
②
本
人
と
相
談

し
︑
定
期
便
運
行
や
倉
庫
作

業
員
へ
の
配
置
転
換
を
行
い
︑

介
護
・
子
育
て
等
家
族
の
ケ

ア
が
で
き
る
よ
う
対
応
③
女

性
用
ト
イ
レ
の
整
備
や
日
帰

り
運
行
の
創
出
に
よ
る
女
性

職
員
の
採
用
促
進
④
資
格
取

得
時
の
支
援
（
期
限
を
設
け

て
全
額
会
社
負
担
：
運
行

管
理
者
︑フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
︑

移
動
式
ク
レ
ー
ン
／
期
限
を

設
け
て
半
額
会
社
負
担
：

中
型
・
大
型
免
許
）
⑤
本
人

の
体
調
と
意
思
に
よ
り
︑
68

歳
ま
で
の
延
長
雇
用
を
可
能

に
︱
︱
等
を
実
施
し
ま
し
た
︒

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
則

っ
て
一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
雇
用

対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
︑
人
材
不
足
時
代
に
お
け

る
人
材
確
保
・
育
成
・
定
着

に
繋
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い

ま
す
︒

　

創
業
か
ら
10
年
ほ
ど
経
っ

た
頃
︑﹁
組
織
と
し
て
の
バ
ラ

バ
ラ
感
﹂
に
気
付
き
︑
そ
れ

を
改
善
す
る
た
め
︑
社
内
で

無
記
名
式
の
実
態
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
︒

会
社
の
抱
え
る
問
題
点
等
に

つ
い
て
忌き

た

ん憚
の
な
い
意
見
を

募
る
と
︑﹁
社
長
は
全
く
社

員
の
こ
と
を
見
て
い
な
い
﹂

と
い
っ
た
手
厳
し
い
回
答
が

　

当
社
は
社
員
数
28
人
と
小

規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
10

代
が
４
人
︑
20
代
が
14
人
︑

30
代
が
５
人
︑40
代
が
３
人
︑

50
代
が
２
人
と
い
う
構
成

で
︑
社
員
の
平
均
年
齢
は
29

・
１
歳
で
す
︒
ま
た
︑
全
社

員
28
人
の
う
ち
︑
新
卒
で
の

採
用
者
は
９
人
︑
業
界
未
経

験
で
の
採
用
者
は
17
人
と
︑

新
卒
者
採
用
お
よ
び
20
代
の

多
数
集
ま
り
ま
し
た
︒
そ
し

て
︑
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
︑
大
々
的
な
組
織

改
革
に
着
手
し
ま
し
た
︒

　

ま
ず
︑
幹
部
人
材
の
育
成

に
向
け
て
﹁
事
業
部
制
﹂
を

採
用
し
︑
９
つ
の
事
業
部
を

設
け
︑
事
業
部
門
別
の
会
計

を
導
入
し
ま
し
た
︒
そ
の
ほ

か
︑各
種
会
議
体
の
設
置
や
︑

改
善
提
案
書
制
度
の
導
入
を

行
い
︑
社
員
の
意
見
を
す
ぐ

に
事
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
給
与
制
度
の
見

え
る
化
を
図
る
た
め
︑
人
事

考
課
制
度
を
﹁
個
人
成
果
報

未
経
験
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
中
途
採
用
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
︒

　

当
社
最
大
の
特
色
は
︑﹁
社

内
の
雰
囲
気
が
若
く
︑
活
気

が
あ
る
﹂
と
い
う
職
場
環
境

で
す
︒
若
い
人
材
が
増
え
る

と
︑
社
内
の
雰
囲
気
も
自
然

と
若
く
な
り
︑
そ
れ
が
ま
た

若
い
人
を
呼
び
入
れ
ま
す
︒

　

で
は
︑
な
ぜ
若
年
層
の
社

員
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
増
え

た
か
と
い
う
と
︑
給
与
の
水

準
や
体
系
︑
社
風
に
よ
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
当

社
の
１
か
月
の
給
料
は
総
支

給
額
で
30
万
円
程
度
と
︑
歩

合
制
で
は
40
代
の
ド
ラ
イ
バ

酬
型
﹂
か
ら
﹁
チ
ー
ム
業
績

評
価
型
﹂
に
変
更
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
︒﹁
基
本
給
（
固

定
）
＋
職
能
給
（
ス
キ
ル
マ

ッ
プ
お
よ
び
業
績
評
価
に
よ

り
算
出
︑
年
１
回
評
価
）﹂

の
給
与
体
系
を
基
本
と
し
︑

評
価
手
当
（
年
２
回
）
や
︑

担
当
業
務
別
に
算
出
す
る
業

務
手
当
等
を
設
定
し
ま
し

た
︒
ま
た
︑
携
帯
端
末
を
利

用
し
た
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
や
配
送
拠
点
の
最
適
化
に

よ
り
︑
労
働
時
間
短
縮
に
成

功
す
る
な
ど
︑
労
働
環
境
の

改
善
も
行
い
ま
し
た
︒
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
結
果
︑
以

前
は
年
に
20
人
だ
っ
た
退
職

ー
に
は
安
く
感
じ
ら
れ
る
額

で
す
が
︑
20
代
に
と
っ
て
は

魅
力
的
な
金
額
で
す
︒
現
在

当
社
で
は
月
給
制
を
と
っ
て

い
ま
す
が
︑
基
本
給
に
関
し

て
は
︑
他
業
種
を
﹁
採
用
の

ラ
イ
バ
ル
﹂
と
し
て
︑
近
隣

の
製
造
業
の
メ
ー
カ
ー
と
比

較
し
て
設
定
し
ま
し
た
︒

　

そ
の
背
景
に
は
︑
過
去
︑

歩
合
制
を
採
用
し
て
い
た
時

代
に
︑
業
界
未
経
験
者
が
歩

合
制
で
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
ず

退
職
し
た
と
い
う
事
例
が
あ

り
ま
す
︒
教
わ
っ
た
こ
と
を

素
直
に
吸
収
し
︑
確
実
に
実

行
し
て
く
れ
る
︑
つ
ま
り
会

社
の
指
示
に
従
っ
て
く
れ
る

　

当
社
は
以
前
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
定
着
率
が
悪
く
︑
運
送

会
社
と
い
う
よ
り
も
︑
ま
る

で
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
職
業
訓

練
校
﹂
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ

う
し
た
事
態
を
受
け
︑
雇
用

と
職
場
環
境
に
関
す
る
改
善

を
行
っ
た
結
果
︑現
在
で
は
︑

社
員
数
１
６
０
人
に
対
し
︑

離
職
者
は
年
間
５
人
以
下
と

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
入
社
率
１
０
０
％
」
を
実
現

菅す
が
は
ら原

　
茂し

げ
あ
き秋　

㈱
テ
ィ
ス
コ
運
輸 

代
表
取
締
役
《
山
形
県
》

新
卒
者
・
20
代
未
経
験
者
重
視
の
採
用
で
平
均
年
齢
29
・
１
歳

川か
わ
き
た北

　
辰た

つ

み実　
㈱
カ
ワ
キ
タ
エ
ク
ス
プ
レ
ス 

代
表
取
締
役
《
三
重
県
》

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
則
っ
た
対
策
で
人
材
の
確
保
・
定
着
に
成
功

實さ
ね
み
つ光

　
広ひ

ろ
の
ぶ宣　

広
島
急
送
㈱ 

代
表
取
締
役
《
広
島
県
》

生産性向上に向けた取り組みが人材の確保・定着に直結
　来年３月には準中型免許制度がスタートし、高校新卒者採用の拡大が期待されるとともに、高校
新卒者の求人数は現在、リーマンショック前とほぼ同水準となっており、出前授業やインターンシッ
プの実施をはじめ、学校・教員と密なコミュニケーションを図っていくことが重要です。採用において、
応募者とその家族が重視するのは、求人票の内容だけではありません。事務所の外観や清潔さと
いった職場環境や、社員の電話対応・社長の人柄などを踏まえて入社すべき会社かどうかを判断し
ます。人材の確保・定着に必要なのは、ドライバーの満足度を高めるための「生産性の向上」です。
例えば、人材の能力を総合的に評価する給与体系の構築や、リレー輸送などを取り入れて労働時間
の縮減を行うことで、ドライバーが納得・満足できる賃金と環境を提供すれば、若い人材の確保や
低離職率を実現することができ、定着率と利益率の向上に繋がります。これらを踏まえ、3人の経
営者が実際に行ってきた人材確保・育成・定着に関する創意工夫についてお話を伺います。

パネリスト（プロフィール）　
㈱ティスコ運輸　菅原茂秋 代表取締役
本社／ 山形県山形市

漆山字大段 1850-23
資本金／ 2,400 万円
従業員数／ 180 人

設立／ 平成 12年１月 車両数／ 95台

㈱カワキタエクスプレス　川北辰実 代表取締役
本社／ 三重県亀山市

白木町 60-21
資本金／ 1,000 万円
従業員数／ 28人

設立／ 平成 10年２月 車両数／ 20台

広島急送㈱　實光広宣 代表取締役
本社／ 広島県広島市

安佐北区口田町 873-8
資本金／ 1,200 万円
従業員数／ 210 人

設立／ 昭和 42年 10月 車両数／ 160台

コーディネーター

トラック業界の人材確保及び育成について 第2分科会

第
21
回                                                       

分
科
会
報
告

小
こ さ か

坂 真
ま さ ひ ろ

弘
日本PMIコンサルティング㈱
主席コンサルタント

特集

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会



平成28年（2016年）10月15日 （6）第2071号（第3種郵便物認可）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
10
台
に
１
台

の
割
合
で
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
後

輪
の
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
を
１
本
の

タ
イ
ヤ
に
ま
と
め
た
﹁
ス
ー
パ

ー
シ
ン
グ
ル
化
﹂
が
進
ん
で
い

ま
す
が
︑
つ
い
に
国
内
で
も
本

格
的
に
始
動
し
︑
９
月
初
め
に

開
催
さ
れ
た
﹃
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ

ッ
ク
シ
ョ
ー
２
０
１
６
﹄
に
お
い

て
︑
複
数
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

が
こ
の
ス
ー
パ
ー
シ
ン
グ
ル
化

の
技
術
を
大
き
く
発
信
し
て
い

ま
し
た
︒

　
﹁
ダ
ブ
ル
か
ら
シ
ン
グ
ル
へ
﹂

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も

と
︑
出
展
の
た
め
用
意
さ
れ
た

ス
ー
パ
ー
シ
ン
グ
ル
の
タ
イ
ヤ

サ
イ
ズ
は
﹃
４
５
５
／
55
Ｒ
22

・
５
（
１
６
４
Ｌ
）﹄
で
す
︒
タ

イ
ヤ
の
幅
は
４
５
５
㍉
㍍
と
︑

従
来
品
の
２
倍
近
い
広
さ
が
あ

り
︑タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
も
﹁
Ｅ

Ｈ
Ｔ
（
深
溝
タ
イ
プ
）﹂
の
中

で
最
大
ク
ラ
ス
の
21
・
５
㍉
㍍

を
新
品
時
に
保
有
し
て
い
ま

す
︒
空
気
圧
９
０
０
㌔
パ
ス

カ
ル
（
９

・
０
㎏
ｆ
／
㎠
）
充
て
ん
時
に

は
︑
タ
イ
ヤ
１
本
で
５
㌧
の
重

量
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
︑
ま
さ
に
タ
イ
ヤ
の
積
載

能
力
も
ス
ー
パ
ー
な
シ
ン
グ
ル

タ
イ
ヤ
で
す
︒
し
か
も
︑
ダ
ブ

ル
か
ら
シ
ン
グ
ル
へ
の
仕
様
変

更
も
︑
い
く
つ
か
の
条
件
を
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
即
後
付
け
可
能

と
い
う
︑
今
ま
で
に
な
か
っ
た

パ
タ
ー
ン
で
す
︒

　

一
例
を
挙
げ
る
と
︑２
Ｄ
４
︑

２
Ｄ
Ｄ
の
形
式
を
も
つ
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
後
輪
に
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
の
10
穴
ホ
イ
ー
ル
が
使
わ
れ

た
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
で
︑
そ
の
タ

イ
ヤ
サ
イ
ズ
が
﹃
11
Ｒ
22
・

５
﹄︑
車
検
証
の
後
輪
軸
重
記

載
が
﹁
10
㌧
以
下
﹂

の
車
両
で
あ
れ
ば
︑

車
両
の
ボ
ル
ト
を
変

え
る
こ
と
な
く
︑
ス

ー
パ
ー
シ
ン
グ
ル
タ

イ
ヤ
の
仕
様
に
変
更

可
能
で
す
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑
仕

様
変
更
に
際
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の

協
力
も
必
要
に
な
り

ま
す
が
︑﹃
フ
ロ
ン

ト
２
本
／
リ
ア
４
本

／
リ
ア
４
本
﹄
の
大

第65回 「大型トラックが6本のタイヤで動かせる時代へ」

型
ト
ラ
ッ
ク
が
︑﹃
フ
ロ
ン
ト
２

本
／
リ
ア
２
本
／
リ
ア
２
本
﹄

と
︑
わ
ず
か
６
本
の
タ
イ
ヤ
で

車
両
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
︒

　

ま
た
︑
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
を
シ

ン
グ
ル
に
し
た
場
合
︑﹁
２
本
で

２
３
０
㌕
⇩
１
本
で
１
６
０
㌕
﹂

と
︑
約
70
㌕
軽
く
な
る
た
め
︑

×
４
本
で
ト
ー
タ
ル
３
０
０
㌕

近
く
の
軽
量
化
が
可
能
で
す
︒

そ
の
軽
量
化
に
よ
っ
て
︑
燃
費

が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
︑
最

大
積
載
量
が
３
０
０
㌕
多
く
な

る
の
で
︑
輸
送
率
ア
ッ
プ
の
面

か
ら
見
て
も
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
︒

　

た
だ
︑
後
輪
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ

が
シ
ン
グ
ル
に
な
る
こ
と
で
︑

パ
ン
ク
時
の
処
置
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
︒
今
ま
で
は
︑
ダ
ブ

ル
タ
イ
ヤ
の
片
方
が
パ
ン
ク
を

し
て
も
︑
も
う
片
方
の
タ
イ
ヤ

に
空
気
が
入
っ
て
い
れ
ば
︑
あ

る
程
度
の
距
離
は
走
行
可
能
で

し
た
が
︑
シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ
に

な
る
と
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
︒

　

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
も
前
輪
用
サ

イ
ズ
の
タ
イ
ヤ
し
か
搭
載
で
き

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
︑
タ
イ

ヤ
に
釘
が
刺
さ
っ
た
場
合
は
︑

急
い
で
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
修
理

が
必
要
で
す
︒
そ
の
手
助
け
と

し
て
︑
ス
ー
パ
ー
シ
ン
グ
ル
タ

イ
ヤ
の
中
に
空
気
圧
セ
ン
サ
ー

を
設
置
す
る
方
法
が
あ
り
︑
運

転
中
で
も
車
内
の
モ
ニ
タ
ー
画

面
に
各
タ
イ
ヤ
の
﹁
空
気
圧
／

温
度
﹂
が
表
示
さ
れ
る
の
で
︑

そ
の
数
値
に
変
化
が
出
れ
ば
︑

早
急
に
対
応
で
き
ま
す
︒

　

ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
２

０
１
６
で
は
︑
タ
イ
ヤ
内
の
﹁
空

気
圧
／
温
度
﹂
の
数
値
デ
ー
タ

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
確
認
で
き
る
タ
イ
プ
も
登

場
し
た
の
で
︑
今
後
は
Ｉ
Ｔ
機

器
と
連
動
さ
せ
た
タ
イ
ヤ
管
理

が
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
そ
う
で
す
︒
タ
イ
ヤ
ケ
ア

も
高
度
な
時
代
に
入
り
ま
し
た
︒

「
東
洋
美
人
の
酒
造
り
」

澄
川
宜
史
氏

　

記
念
講
演
会
で
は
︑
㈱
澄

川
酒
造
場
の
澄
川
宜
史
代
表

取
締
役
社
長
が
﹁
東
洋
美
人

の
酒
造
り
﹂
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
︒

　

同
氏
は
︑
東
京
農
業
大
学

醸
造
学
科
を
卒
業
後
︑
同
社

に
入
社
︒
当
時
は
本
格
焼
酎

の
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
お
り
︑

日
本
酒
の
売
れ
行
き
は
悪
化

し
︑
同
社
も
経
営
に
苦
し
ん

　

本
日
は
鳥
取
県
米
子
市
ま

で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
︑
鳥
取
県
民
を
挙
げ
て

心
よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆

様
は
経
営
面
で
今
︑
大
変
厳

し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
そ
う
し
た
苦
境
を

乗
り
越
え
て
︑
国
民
の
た
め

に
︑
経
済
の
た
め
に
︑
地
域

の
た
め
に
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
皆
様
が
懸
命
に
汗
を

か
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
︑

非
常
に
尊
い
こ
と
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
︒

　

私
ど
も
鳥
取
県
で
も
︑
地

元
の
鳥
取
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

み
︑
地
元
の
運
送
業
の
発
展

に
向
け
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆

様
は
︑
日
本
と
い
う
体
の
中

を
流
れ
る
血
液
の
役
割
を
果

た
し
て
お
ら
れ
ま
す
︒
今
後

の
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
︒

だ
と
い
う
︒

　

し
か
し
︑﹁
こ
れ
か
ら
は
品

質
重
視
で
勝
負
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
﹂と
の
思
い
か
ら
︑

東
京
で
販
路
拡
大
を
実
施
︒

２
人
の
キ
ー
マ
ン
と
の
出
会

い
を
き
っ
か
け
に
同
社
の
日

本
酒
﹁
東
洋
美
人
﹂
の
品
質

改
良
に
取
り
組
み
︑
日
本
最

高
峰
の
日
本
酒
市
販
酒
コ
ン

テ
ス
ト
﹁
酒
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
﹂
で
３
年
連
続
第
１
位
を

獲
得
し
て
き
た
︒

　

し
か
し
︑平
成
25
年
の
﹁
山

口
・
島
根
豪
雨
﹂
に
よ
り
酒

造
場
は
甚
大
な
被
害
を
受
け

る
︒
同
氏
は
︑
そ
れ
ま
で
は

﹁
何
事
も
プ
ラ
ス
思
考
で
考

え
な
い
と
前
に
進
め
な
い
﹂

と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た

が
︑﹁
前
に
進
む
た
め
に
は

決　

議

　

私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
︑
我
が
国
の
国
民
生
活
︑
産
業
活
動
を
物

流
面
で
支
え
る
と
と
も
に
︑
本
年
４
月
に
熊
本
地
方
で
発
生
し
た
地
震
に
お
い
て

は
︑
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
救
援
物
資
輸
送
に
あ
た
り
︑
国
民
の
皆
様
か
ら
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
た
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
少
子
高
齢
化
に
伴
う
若
年
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し
︑
人

材
の
確
保
が
急
務
と
な
る
一
方
︑
多
く
の
事
業
者
が
再
生
産
可
能
な
運
賃
収
受
が

で
き
ず
︑
厳
し
い
事
業
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
２
年
目
を
迎
え
全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
︑

手
待
ち
時
間
の
削
減
方
策
や
附
帯
業
務
の
有
償
化
方
策
等
具
体
的
な
成
果
が
出

る
よ
う
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
総
力
を
挙
げ
て
︑
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒

　

我
々
は
︑
今
後
と
も
︑
交
通
事
故
防
止
や
環
境
保
全
に
率
先
し
て
取
り
組
み
︑

社
会
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
叡
智
と
総
力
を
結
集
し

て
︑
こ
れ
ら
当
面
す
る
諸
課
題
に
勇
気
と
英
断
を
も
っ
て
果
敢
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

こ
の
た
め
︑
本
日
︑
第
21
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
に
あ
た
り
︑
我

々
は
︑
本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
︑
以
下
の
と
お
り
決
議
す
る
︒

一
︑ 

取
引
環
境
の
改
善
及
び
長
時
間
労
働
の
縮
減
を
図
ろ
う

一
︑ 

高
速
道
路
料
金
に
お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
恒
久
化
を
実
現

し
よ
う

一
︑
参
入
基
準
の
厳
格
化
等
規
制
緩
和
の
見
直
し
を
促
進
し
よ
う

一
︑
原
価
管
理
に
基
づ
く
適
正
運
賃
を
収
受
し
よ
う

一
︑ 

交
通
・
労
災
事
故
の
防
止
及
び
環
境
・
省
エ
ネ
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う

一
︑
準
中
型
免
許
の
導
入
に
伴
う
高
校
新
卒
者
等
の
人
材
確
保
を
図
ろ
う

一
︑
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減
を
実
現
し
よ
う

一
︑
適
正
化
事
業
の
推
進
に
よ
る
法
令
遵
守
を
徹
底
し
よ
う

一
︑
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
体
制
を
確
立
し
よ
う

右
︑
決
議
す
る
︒

平
成
28
年
10
月
６
日

第
21
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

　

懇
親
会
に
先
立
ち
︑
17
時

10
分
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
た
︒

ク
協
会
の
川
上
和
人
会
長
が

歓
迎
あ
い
さ
つ
を
行
い
︑
続

い
て
米
子
市
の
角
博
明
副
市

長
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
が
行

わ
れ
た
︒

　

会
場
で
は
︑
鳥
取
市
の
夏

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
﹁
鳥
取
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
祭
﹂
で
踊
ら
れ
る

﹁
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
﹂

や
︑
ど
じ
ょ
う
す
く
い
の
唄

と
し
て
全
国
的
に
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
﹁
安
来
節
﹂
が

披
露
さ
れ
︑
会
場
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
た
︒

　

最
後
に
は
︑
山
口
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
河
崎
靜
生
会
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
︑
懇
親

会
の
幕
が
閉
じ
た
︒

諦
め
る
こ
と
の
大
切
さ
も
必

要
﹂
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
と
い
う
︒
以
後
︑同
氏
は
︑

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

な
が
ら
︑
後
悔
の
な
い
今
を

全
力
で
生
き
て
い
く
こ
と
を

決
め
た
と
い
う
︒

　

物
流
は
言
う
ま
で
も
な

く
︑
我
が
国
の
経
済
︑
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
り
︑
非
常
に
重

要
な
産
業
で
す
︒
し
か
し
な

が
ら
︑
将
来
に
向
け
て
は
様

々
な
課
題
が
あ
り
︑
業
界
の

将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
ず﹁
生
産
性
の
向
上
﹂︑

そ
し
て
労
働
環
境
改
善
な
ど

の
﹁
働
き
方
改
革
﹂︑
最
後
に

﹁
安
全
お
よ
び
環
境
﹂
が
あ

り
ま
す
︒
私
ど
も
と
し
ま
し

て
も
︑
こ
う
し
た
課
題
の
解

決
に
向
け
て
し
っ
か
り
お
手

伝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
︑
厳
し
い
事
業
環
境
に
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
︑
日
々

の
安
全
運
行
︑
そ
れ
か
ら
日

本
の
経
済
や
物
流
を
支
え
る

と
い
っ
た
大
事
な
使
命
を
し

っ
か
り
と
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
︑
心
か
ら
祈
念
し

て
お
り
ま
す
︒

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
２
階
小
ホ
ー
ル
で
は﹁
大

山
僧
兵
太
鼓
﹂﹁
因
幡
麒
麟

獅
子
舞
﹂
が
︑
米
子
市
文
化

ホ
ー
ル
１
階
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

で
は
﹁
ハ
ワ
イ
笑
歌
村
塾
﹂

が
披
露
さ
れ
た
︒

　

18
時
よ
り
懇
親
会
が
開

宴
︒
冒
頭
︑
鳥
取
県
ト
ラ
ッ

平井　伸治
鳥取県知事

澄川　宜史
㈱澄川酒造場
代表取締役社長

藤井　直樹
国土交通省自動車局長 来

賓
挨
拶

第
21
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
特
集
〜
全
体
会
議
再
開
〜

記
念
講
演
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
懇
親
会

菅埜　元晴
鳥取県トラック協会副会長

力強く会場に向かって
業界の結束を訴える

ガンバローコール

角　博明
米子市副市長

涌本　知彦
鳥取県トラック協会
青年部事業部会
部会長

1面に関連

僧兵の壮絶な修行を表したと伝わる「大山僧兵太鼓」

静かで厳かな能を連想させる「因幡麒麟獅子舞」

笑いで「心の健康」を目指す、歌の「ハワイ笑歌村塾」

因幡の傘踊りをアレンジした「しゃんしゃん傘踊り」

どじょうすくいでおなじみの「安来節」
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食
　
文
　
化

［第13回］

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜安全運転知識編〜
 【解 答】２面に問題

�「
芋
の
道
」 

川
原
で
鍋
を
囲
む
芋
煮
会

　

農
林
水
産
省
の
﹁
農
山
漁

村
の
郷
土
料
理
百
選
﹂
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
一
位

だ
っ
た
の
は
山
形
県
の
芋
煮
︒

　

そ
の
昔
︑
最
上
川
舟
運
の

船
頭
が
積
み
荷
の
棒
だ
ら
や

身
欠
き
に
し
ん
を
地
元
産
の

里
芋
と
一
緒
に
煮
て
︑
疲
れ

を
と
っ
た
の
が
始
ま
り
ら
し

い
︒
そ
の
後
︑
紅
花
の
商
人

が
宴
会
料
理
に
取
り
入
れ
た

り
︑
ま
た
川
原
で
芋
煮
会
が

開
催
さ
れ
た
り
と
発
展
し
︑

牛
肉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
山
形
の
郷
土
味
覚
の

横
綱
に
な
っ
た
︒

　

芋
煮
会
は
︑
東
北
で
は
岩

手
︑
宮
城
な
ど
で
も
行
わ
れ

て
い
る
か
ら
︑
こ
の
季
節
に

川
原
が
ご
っ
た
が
え
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
ら
︑
ま
ず

芋
煮
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
︒

里
芋
︑
斜
め
切
り
の
ね
ぎ
︑

薄
切
り
牛
肉
︑
ち
ぎ
っ
た
舞

茸
と
こ
ん
に
ゃ
く
が
ご
ろ
ご

ろ
ざ
く
ざ
く
︒
お
互
い
に
う

ま
味
を
吸
収
し
合
い
︑
醤
油

色
に
染
ま
っ
て
い
る
︒
最
初

に
ほ
お
ば
っ
た
の
は
︑
も
ち

ろ
ん
里
芋
︒
ね
っ
と
り
と
ろ

り
ほ
っ
く
ほ
く
っ
︒

　

一
方
︑
真ま

む
ろ
が
わ

室
川
町
大
沢
地

区
の
佐
藤
春
樹
さ
ん
の
芋
煮

の
原
木
な
め
こ
を
ど
っ
さ
り

入
れ
る
た
め
︑
芋
煮
は
と
ろ

と
ろ
ぬ
め
ぬ
め
︑
と
び
き
り

の
味
に
仕
上
が
る
︒

　

な
お
︑
愛
媛
県
大
洲
や
島

根
県
津
和
野
に
も
芋
煮
会
の

伝
統
が
あ
り
︑
大
洲
で
は
鶏

肉
を
用
い
る
︒
と
こ
ろ
変
わ

れ
ば
品
変
わ
る
の
も
芋
煮
の

楽
し
い
と
こ
ろ
だ
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
︑
新

庄
市
の
泉
田
川
の
川
原
で
の

芋
煮
会
︒
川
砂
が
中
心
の
土

壌
は
里
芋
栽
培
に
ぴ
っ
た
り

だ
し
︑長
ね
ぎ
も
よ
く
育
ち
︑

最
上
牛
の
産
地
で
も
あ
る
か

ら
︑
芋
煮
は
地
産
地
消
の
メ

ニ
ュ
ー
な
の
だ
︒

　

川
原
に
は
︑
相
撲
部
屋
の

ち
ゃ
ん
こ
の
よ
う
な
大
鍋
が

セ
ッ
ト
さ
れ
︑
皮
を
む
い
た

は
︑
箸
で
ち
ぎ
れ
る
ほ
ど
や

わ
ら
か
い﹁
甚じ

ん

ご

え

も

ん

い

も

五
右
ヱ
門
芋
﹂

が
主
役
︒
佐
藤
さ
ん
を
は
じ

め
当
地
の
三
軒
の
農
家
に
だ

け
伝
わ
る
︑
細
長
い
形
状
の

在
来
種
で
︑
ね
っ
と
り
し
て

い
る
の
に
さ
ら
り
と
い
う
不

思
議
な
と
ろ
み
感
を
も
っ
た

里
芋
で
あ
る
︒
こ
こ
の
芋
煮

は
︑
ク
リ
ー
ミ
ー
な
芋
の
風

合
い
に
加
え
て
︑
地
元
特
産

❶ ○	（教則第4条第5節1 視覚の特性）疲労
の影響は目に最も強く現われ、疲労の度が高
まるにつれて、見落としや見間違いが多くな
る。

❷ ×	（教則第4条第5節1 視覚の特性）明る
さが急に変わると、視力は一時急激に低下す
る。トンネルに入る前やトンネルから出るとき
は速度を落とす。 

❸ ×	（教則第4条第5節1 視覚の特性）高速
になると視力が低下し、特に近くのものが見
えにくくなるので注意する。

❹ ○	（教則第6条第3節1 夜間の走行）夜間
は視界が悪くなるため、歩行者や自転車など
の発見が遅れる。また、速度感が鈍り、速度
超過になりがちなので、昼間より速度を落と
して慎重に運転する。

❺ ○	（教則第5条第1節7 走行に当たっての
安全確認）自動車の運転席から見える範囲に
は、その自動車自体の構造により差があるも
のの、車や歩行者などが見えなくなる範囲が
ある。特に大型自動車や中型自動車は、普通
自動車に比べ、運転席から車や歩行者が見え
なくなる範囲が広いので注意する。

労災ひとくちメモ

　厚生労働省は10月7日、「過労死等防止対策白書」を公表しました。
　長時間にわたる過重な労働は、疲労の蓄積をもたらし、過労死等の最
も重大な要因になります。しかしながら、同白書によると、平成27年に
おける1週間の就業時間が60時間以上の雇用者の割合は運輸業・郵便
業で最も多くなっています（18.3%）。
　厚労省では、11月を「過労死等防止啓発月間」に定めています。今回
は、過労死等防止のための取り組みについて紹介します。

①働き過ぎによる健康障害を防止するために必要なことは？
　→�事業者は労働者の健康づくりに向け積極的に支援すること、労働
者は自らの健康管理に努めることが必要です。

②心の健康を保つために取り組むべきこととは？
　→�事業者はメンタルヘルス対策を積極的に推進し、労働者はストレ
スチェックにより自身のストレスの状況に気付き、セルフケアに
努めましょう。

③�職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けて取り組む
べきこととは？

　→�事業者はトップによるメッセージの打ち出しや職場内のルールづ
くりに取り組み、労働者は悩みを共有するなどしましょう。

④�労働者が過労死等の危険を感じた場合に備えて取り組むべ
き対策は？

　→�労働者は自身の不調に気が付いたら、周囲の人や専門家に相談し
ましょう。事業者は労働者が相談に行きやすい環境づくりが必要
です。

（出典：厚生労働省「過労死等防止啓発リーフレット」）

⑤11月は「過労死等防止
啓発月間」です 都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名

北 海 道 佐藤　亮介 日本通運㈱北海道警送支店札幌警送事業所
青 森 県 松田　哲也 日本通運㈱弘前支店
岩 手 県 髙橋　和幸 東北エース物流㈱盛岡営業所
宮 城 県 松　公一郎 日本通運㈱仙台支店引越美術品事業所
秋 田 県 吉谷　勝太郎 日本通運㈱秋田支店秋田警送事業所
山 形 県 鈴木　充 日通山形運輸㈱米沢営業所
福 島 県 広野　武宏 日本通運㈱郡山支店会津若松事業所
茨 城 県 石川　博士 ㈱日立物流東日本土浦輸送営業所
栃 木 県 山中　義尚 センコー㈱宇都宮流通センター
群 馬 県 星野　聡志 日通前橋運輸㈱本社営業所
埼 玉 県 髙階　雅弘 日本梱包運輸倉庫㈱狭山営業所
千 葉 県 後藤　真吾 日通船橋運輸㈱本社営業所
東 京 都 海江田　克夫 日本通運㈱関東警送支店
神奈川県 井上　誠 ㈱日立物流南関東神奈川輸送営業所
山 梨 県 岩崎　慶拓 日本通運㈱西東京警送支店甲府警送課
新 潟 県 永井　和馬 センコー㈱埼玉主管支店新潟営業所
富 山 県 北川　元章 濃飛西濃運輸㈱高岡営業所
石 川 県 湯森　俊介 センコー㈱金沢営業所
福 井 県 竹内　毅 日本郵便輸送㈱北陸支社福井営業所
岐 阜 県 坂下　正樹 日本通運㈱岐阜支店
静 岡 県 菊池　健 西濃運輸㈱富士支店
愛 知 県 川田　進 鳴海急送㈱愛知営業所
三 重 県 岡田　優作 日本梱包運輸倉庫㈱鈴鹿センター営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
滋 賀 県 新島　史晃 日本通運㈱大津支店大津営業課
京 都 府 佐々木　康司 ㈱日立物流西日本大山崎AE営業所
大 阪 府 川浦　友彦 西濃運輸㈱大東支店
兵 庫 県 小椋　英治 ㈱日立物流西日本兵庫営業所
奈 良 県 星野　充宣 西濃運輸㈱奈良支店
和歌山県 河村　健治 日本通運㈱和歌山警送支店
鳥 取 県 長　諭一 日ノ丸西濃運輸㈱倉吉営業所
岡 山 県 千原　卓朗 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター
広 島 県 米本　拓馬 ㈱日立物流西日本広島機工営業所
山 口 県 笠野　喜正 ㈱日立物流西日本中国機工センター山口機工営業所
徳 島 県 住友　昌平 四国西濃運輸㈱徳島支店
香 川 県 北村　純二 四国西濃運輸㈱高松支店
愛 媛 県 本田　慎也 宇和島自動車運送㈱松山営業所
高 知 県 藤原　大悟 四国西濃運輸㈱高知支店
福 岡 県 溝上　智 日通トランスポート㈱福岡支店
佐 賀 県 高橋　龍二 日本通運㈱佐賀支店
長 崎 県 金泉　直記 日本郵便輸送㈱九州支社大村営業所
熊 本 県 八浪　敏次 九州産交運輸㈱熊本特輸センター
大 分 県 木村　広喜 豊後通運㈱本社営業所
宮 崎 県 大西　健太郎 センコー㈱東九州主管支店車輌営業所
鹿児島県 南郷　和哉 九州西濃運輸㈱加治木支店
沖 縄 県 東風平　敏光 太平運輸㈱本店

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 小野　裕一 北海道西濃運輸㈱札幌支店
岩 手 県 田中　和伸 西濃運輸㈱盛岡支店
宮 城 県 岡　勇人 西濃運輸㈱仙台支店
秋 田 県 佐藤　浩二 東北運輸㈱本社営業所
山 形 県 阿部　聡 西濃運輸㈱山形支店
福 島 県 西　吉信 丸ヵ運送㈱本社営業所
茨 城 県 中島　隆典 ㈱ヤマガタ常陸那珂港営業所
群 馬 県 吉川　清 ㈱バンテックイースト太田営業所
埼 玉 県 寺島　淳一 ㈱バンテックイースト東松山営業所
千 葉 県 苅茂　義国 日通佐倉運輸㈱ナイキCSC事業所
東 京 都 丸山　光幸 京浜運送㈱本社営業所
神奈川県 櫻井　章 ㈱バンテックセントラル横浜営業所海コン係
新 潟 県 阿部　恭太 日本通運㈱中越支店見附支店
長 野 県 横田　栄二 長野通運㈱
富 山 県 佐藤　厚志 サンエツ運輸㈱入善営業所
石 川 県 吉野　公陽 日本梱包運輸倉庫㈱金沢営業所
岐 阜 県 西脇　武信 昭和運輸㈱揖斐川営業所
静 岡 県 山田　史雄 鈴与自動車運送㈱清水営業所
愛 知 県 石神　孝信 日本通運㈱中京コンテナ支店名古屋コンテナセンター

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
三 重 県 西尾　和弘 日本通運㈱中京コンテナ支店四日市コンテナセンター
滋 賀 県 雲林院　一成 石部運輸倉庫㈱本社営業所
京 都 府 德田　圭 ヤマトマルチチャーター㈱京都支店
大 阪 府 本多　将志 センコー㈱阪神支店阪神車輌センター
兵 庫 県 土元　宏訓 石見サービス㈱本社営業所
和歌山県 田中　志保 鴻池運輸㈱和歌山支店物流課
広 島 県 岩本　一郎 日本通運㈱大竹支店
山 口 県 内賀島　剛 日本通運㈱下関支店
香 川 県 細谷　修平 日本通運㈱四国支店高松海運事業所
愛 媛 県 白田　敏規 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課
高 知 県 森　博茂 日本通運㈱高知支店
福 岡 県 松丸　裕貴 日鉄住金物流八幡㈱高圧ガス物流部
佐 賀 県 大久保　健次 九州センコーロジ㈱佐賀支店
長 崎 県 吉谷　忠好 吉田海運㈱県央営業所
熊 本 県 德永　龍 日本通運㈱熊本支店熊本通運営業所
宮 崎 県 山本　充輝 飫肥通産㈱本社営業所
鹿児島県 下原　輝男 日本通運㈱鹿児島支店
沖 縄 県 上原　洸 内外運輸㈱西原営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 千田　吉之介 札幌センコー運輸㈱北広島営業所
青 森 県 菊池　誠 西濃運輸㈱青森支店
岩 手 県 坂本　浩 日本通運㈱盛岡支店倉庫営業課
宮 城 県 髙橋　孝也 ㈱日立物流東日本東北営業部輸送営業所
秋 田 県 戸嶋　隆人 日通大館運輸㈱本社営業所
山 形 県 渋谷　春樹 ㈱日本海運輸本社営業所
福 島 県 新岡　辰哉 日通郡山運輸㈱本社営業所
茨 城 県 渡邉　智 ㈱ナルキュウ茨城営業所
栃 木 県 岩本　進 ㈱八下田陸運本社営業所
群 馬 県 原澤　義高 関東西濃運輸㈱渋川支店
埼 玉 県 戸ヶ﨑　誠一 センコー㈱埼玉主管支店浦和車輌センター
千 葉 県 齊藤　良 日本通運㈱千葉南支店
東 京 都 平野　智英 日本郵便輸送㈱東京支社東京北営業所
山 梨 県 坂本　祐治 富岳通運㈱
新 潟 県 長沢　真一 中越運送㈱新潟営業所
長 野 県 島田　大次 日本郵便輸送㈱信越支社松本営業所
富 山 県 越場　史恭 富山通運㈱本社営業所
石 川 県 横山　三穂 日本郵便輸送㈱北陸支社金沢営業所
福 井 県 橋本　和也 日通トランスポート㈱福井支店
岐 阜 県 関谷　和紀 日通岐阜運輸㈱本社営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
静 岡 県 鈴木　直樹 日本通運㈱富士支店コンテナ課
愛 知 県 松井　謙顕 カリツー㈱刈谷北営業所
三 重 県 飯田　秀朗 鳴海急送㈱三重営業所
滋 賀 県 荒木　幸広 センコー㈱京滋主管支店守山PDセンター
京 都 府 横田　隼平 ㈱バンテックセントラル京都営業所
大 阪 府 田村　充宏 日本通運㈱関西警送支店
兵 庫 県 布谷　浩重 日本通運㈱神戸支店
鳥 取 県 鎌田　貴之 日通トランスポート㈱米子支店鳥取営業所
岡 山 県 平岡　誠次 日本通運㈱倉敷支店東鉄事業所
広 島 県 沖野　昇二 西濃運輸㈱西広島支店
愛 媛 県 森川　貴文 ダイオーロジスティクス㈱本社
高 知 県 長田　大介 日本郵便輸送㈱四国支社高知営業所
福 岡 県 柴田　修 日本通運㈱福岡中央支店
佐 賀 県 勝河　佑介 ㈱日立物流九州鳥栖第三課
長 崎 県 森川　健一 幸運トラック㈱大村営業所
熊 本 県 中村　将太 南九州センコー㈱八代営業所
大 分 県 宮本　学 鶴海運輸㈱本社営業所
宮 崎 県 北村　泰輝 宮崎センコー運輸整備㈱延岡営業所
沖 縄 県 川﨑　信也 ㈱りゅうせきロジコム八重山物流センター

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 古屋　峰智子 北海道郵便逓送㈱本社営業所
岩 手 県 加藤　康子 ヤマト運輸㈱岩手主管支店岩手ベース
宮 城 県 日野　真理子 日本通運㈱仙北支店石巻港事業所
福 島 県 山縣　実紀 乙羽運送㈱本社営業所
埼 玉 県 関根　里美 日本郵便輸送㈱川越営業所
東 京 都 柏﨑　さくら ㈱ハナワトランスポート東京営業所
神奈川県 松本　恭子 中央エース物流㈱厚木営業所
山 梨 県 宇田川　純子 富岳通運㈱
富 山 県 加藤　愛理 濃飛西濃運輸㈱黒部営業所
愛 知 県 筒井　幸代 日本郵便輸送㈱名古屋営業所
三 重 県 三村　佳代 三重執鬼㈱本社営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
滋 賀 県 山田　さおり ㈱ケン・トップカーゴ本社営業所
大 阪 府 島内　美幸 ヤマト運輸㈱北大阪主管支店寝屋川木田センター
兵 庫 県 安藤　加奈子 日本郵便輸送㈱近畿支社神戸営業所
岡 山 県 服部　昌代 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター
広 島 県 西開地　美紀 双葉運輸㈱広島支店広島西営業所
愛 媛 県 河本　ひとみ 一宮運輸㈱ワンパックサービス事業部中予営業所
熊 本 県 松永　寿代 日本郵便輸送㈱熊本営業所
宮 崎 県 黒木　朗子 センコー㈱東九州主管支店車輌営業所
鹿児島県 小濱　明日香 ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店
沖 縄 県 金城　都 ㈲珊瑚建材本社営業所

４
ト
ン
部
門
（
45
人
）

11
ト
ン
部
門
（
39
人
）

ト
レ
ー
ラ
部
門
（
37
人
）

女
性
部
門
（
21
人
）

全国トラックドライバー・コンテスト出場選手一覧第
48
回

（10月 13日現在）
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.8％の燃費向上、車両故障件数17.3％減少。
交通事故発生件数23.8％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成26年版より）環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催
する社内講習会等に当財団の担当者が出向き、グリー
ン経営について説明する取組です。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

https://www.green-m.jp/https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページグリーン経営専用ホームページ
「出前説明会」受付中！

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先

10月26日（水）

10月28日（金）

11月  1日（火）

11月10日（木）

TKP大宮ビジネスセンター ４階
カンファレンスルーム２
埼玉県さいたま市大宮区仲町2-26 富士ソフトビル
石川県トラック会館 第１・２研修室
石川県金沢市栗崎町4-84-10 北陸信越運輸局

関東運輸局 エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

九州運輸局 交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

北陸信越運輸局 交通政策部環境・物流課
☎025-285-9152

13時30分～16時30分

11月14日（月）

11月15日（火）

滋賀県トラック総合会館 ３階 会議室
滋賀県守山市木浜町2298-4
アイ－ナ いわて県民情報交流センター 会議室703
岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-1
日本興亜宮崎ビル ８階 高千穂ホール
宮崎県宮崎市広島2-5-16
（公社）福島県トラック協会 県中研修センター
福島県郡山市喜久田町卸3-5

近畿運輸局

東北運輸局

九州運輸局

東北運輸局13時30分～16時00分

14時00分～17時00分

13時30分～16時00分

13時30分～16時00分

13時30分～16時30分

▼
和
服
を
着

た
70
代
前
半

と
思
わ
れ
る

女
性
が
気
持

ち
良
さ
そ
う

に
隣
の
席
で
眠
っ
て
い
ま
す
︒
東
京
と
新
潟

を
結
ぶ
全
長
約
３
３
４
㌔
㍍
の
上
越
新
幹

線
の
車
内
の
事
で
す
︒
私
の
周
り
の
席
の

人
達
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
１
日
を

振
り
返
る
が
如
く
意
味
深
で
す
︒
明
る
い

表
情
の
人
︑
沈
痛
な
面
持
ち
の
人
︑
嘆
息

を
つ
く
人
︑
と
端
か
ら
見
る
と
こ
の
人
達
に

﹁
今
日
１
日
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
﹂
と

推
測
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
中
に
は
携
帯
電

話
に
映
る
自
分
の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い

る
人
も
い
ま
す
︒
鏡
に
何
か
を
訴
え
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
︒
▼
鏡
の
歴
史
は
︑
遙

か
紀
元
前
２
８
０
０
年
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
王

朝
の
銅
製
の
鏡
に
始
ま
り
︑
そ
の
後
︑
ガ

ラ
ス
の
鏡
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

日
本
に
は
︑
弥
生
時
代
に
中
国
か
ら
貴
重

な
贈
答
品
と
し
て
伝
来
し
︑
貴
族
な
ど
ご

く
一
部
の
富
裕
層
に
重
宝
が
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
か
た
や
庶
民
は
と
言

う
と
︑
よ
く
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
に
出
て
く

る
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
水
に
自
身
の
顔

を
映
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
︒
当
時
︑

ガ
ラ
ス
の
鏡
は
庶
民
に
と
っ
て
高
嶺
の
花
︑

手
の
届
か
な
い
高
価
な
品
だ
っ
た
よ
う
で

す
︒
１
８
３
５
年
に
ド
イ
ツ
の
化
学
者
リ
ー

ビ
ッ
ヒ
が
︑
現
在
の
製
鏡
技
術
の
も
と
と

な
る
硝
酸
銀
溶
液
を
用
い
て
ガ
ラ
ス
面
に

銀
を
沈
着
さ
せ
る
方
法
を
開
発
し
︑
以

来
︑
品
質
・
生
産
方
法
が
飛
躍
的
に
進
歩

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
▼
鏡
と
言
え

ば
思
い
出
す
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
童
話
作

家
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
﹃
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の

子
﹄
で
す
︒
主
人
公
が
ア
ヒ
ル
の
中
で
育

ち
︑
そ
の
姿
形
に
よ
り
仲
間
か
ら
い
じ
め

ら
れ
悲
嘆
に
く
れ
ま
す
が
︑
成
長
し
て
水

面
に
映
る
顔
形
を
見
て
︑
自
身
が
白
鳥
だ

っ
た
と
気
付
く
驚
き
の
結
末
は
一
服
の
清
涼

剤
の
よ
う
で
︑
私
も
子
供
心
に
深
い
感
動

を
覚
え
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
▼
他

人
の
顔
は
見
る
事
が
で
き
る
の
に
︑
自
分

の
顔
を
見
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
︒
部
屋
の

窓
ガ
ラ
ス
や
ピ
カ
ピ
カ
の
食
器
に
自
身
の

顔
が
映
り
込
む
の
を
見
る
の
も
一
興
で
す

が
︑
大
概
の
場
合
︑
悲
し
い
気
持
ち
が
優

先
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
１
日
の
終
わ
り
に
気

付
く
仕
草
は
１
日
の
結
果
を
如
実
に
表
し

て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
︒
喜
怒
哀
楽
が

滲
み
出
る
瞬
間
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒

私
的
に
は
素
直
に
喜
び
や
怒
り
が
顔
に
出

る
人
間
が
好
き
で
す
︒
そ
う
い
う
私
も
最

近
は
鏡
を
見
る
た
び
に
疲
れ
を
感
じ
ま

す
︒
年
齢
と
と
も
に
回
復
力
が
衰
え
て
き

た
証
拠
で
し
ょ
う
︒
し
か
し
︑
中
学
・
高

校
と
皆
勤
賞
を
い
た
だ
い
た
過
去
も
あ
り

﹁
何
く
そ
﹂
と
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
る
の

み
で
す
︒
▼
洗
練
さ
れ
た
教
養
や
態
度
と

飾
り
気
の
な
い
本
性
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し

た
︑
正
に｢

文
質
淋
淋｣

（
ぶ
ん
し
つ
ひ
ん

ぴ
ん
）
の
人
間
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
も

の
で
す
︒
こ
の
４
文
字
を
し
た
た
め
た
額
が

歴
史
あ
る
旅
館
や
料
理
屋
に
飾
ら
れ
て
い

る
の
は
﹁
お
持
て
成
し
﹂
を
良
し
と
す
る

主
人
の
趣
向
で
し
ょ
う
︒
▼
新
潟
県
に
は

眼
病
に
良
く
効
く
神
社
や
温
泉
が
あ
り
ま

す
︒
日
頃
の
疲
れ
目
を
癒
す
た
め
に
日
帰

り
入
浴
で
訪
れ
た
の
は
︑
越
後
湯
沢
の
山

合
い
に
あ
る
貝
掛
温
泉
︒
低
温
37
度
の
温

泉
を
直
接
目
に
浸
し
︑
ま
た
は
桶
に
汲
ん

だ
温
泉
の
中
で
目
を
パ
チ
パ
チ
す
る
と
鏡
の

透
明
感
を
味
わ
う
よ
う
に
目
が
ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
た
︒
▼
そ
の
後
︑
少
し
足
を
延
ば

し
て
立
ち
寄
っ
た
の
は
︑
津
南
町
の
見
玉

不
動
尊
︒
山
の
中
腹
に
建
つ
神
社
の
脇
を

勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
る
水
流
に
圧
倒
さ
れ

本
堂
へ
︒
戦
国
時
代
か
ら
武
将
に
重
用
さ

れ
た
﹁
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
﹂︑
別
名
﹁
千
里
眼

の
木
﹂
を
奉
納
し
眼
病
祈
願
と
な
り
ま
し

た
︒
▼
鏡
に
映
る
現
実
を
直
視
し
︑
１
日

が
一
点
の
濁
り
が
な
い
日
々
で
あ
る
よ
う

に
︑
刻
々
と
過
ぎ
行
く
時
を
全
う
し
た
い

も
の
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2016・10・15

こ
ち
ら
広
報
室

  

101

ヤ
マ
ダ
イ
大
作
運
輸
株
式
会
社
（
北
海
道
北
斗
市
）

　

ヤ
マ
ダ
イ
大
作
運
輸
㈱

（
小
林
繁
孝
代
表
取
締
役
）

は
昭
和
62
年
４
月
に
創
業
︒

北
斗
市
に
本
社
を
置
く
ほ

か
︑
小
樽
市
に
札
幌
営
業
所

を
構
え
て
い
る
︒
も
と
は
水

産
品
輸
送
を
主
力
に
し
て
い

た
が
︑
現
在
は
道
内
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
向
け
の

食
料
品
配
送
を
主
体
に
︑
東

京
・
大
田
市
場
へ
の
野
菜
輸

送
や
引
越
輸
送
な
ど
に
も
携

わ
っ
て
い
る
︒

　

安
全
輸
送
を
第
一
に
考
え

る
同
社
で
は
最
近
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
悩
み
を

抱
え
た
ま
ま
運
転
を
し
て
い

る
と
︑
ど
う
し
て
も
事
故
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
︒

当
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と

運
行
管
理
者
︑
そ
し
て
経
営

陣
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
化
を
図
る
こ
と
で
︑

事
故
の
未
然
防
止
に
繋
げ
て

い
ま
す
﹂（
笹
浪
亙
専
務
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

26
項
目
に
も
わ
た
る
﹁
自
己
評
価
シ
ー
ト
﹂

毎
日
の
記
入
を
通
じ
運
転
操
作
を
見
つ
め
直
す

運
転
を
点
数
化
し
て
改
善
に
繋
げ
る

優
し
い
運
転
を
実
現
す
る
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス

事
故
撲
滅
の
覚
悟
を
社
内
外
に
示
す

壁
面
の
目
立
つ
場
所
に
﹁
呼
び
か
け
﹂
掲
出

め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
１
つ
と

し
て
︑
同
社
で
は
10
年
前
か

ら
︑
毎
日
の
運
行
終
了
後
に

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
己
評
価
シ

ー
ト（
図
１
）を
記
入
さ
せ
︑

10
日
ご
と
に
運
転
日
報
と
と

も
に
運
行
管
理
者
に
提
出
さ

せ
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑﹁
就
業
前
﹂﹁
運

行
前
点
検
﹂﹁
基
本
動
作
﹂﹁
終

業
時
﹂
に
お
け
る
各
チ
ェ
ッ

ク
項
目
に
つ
い
て
︑
決
め
ら

れ
た
通
り
に
で
き
た
か
ど
う

か
を
確
認
さ
せ
る
た
め
の
も

の
︒
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
26
項

目
に
も
及
ん
で
い
る
︒
チ
ェ
ッ

ク
内
容
に
つ
い
て
は
︑
毎
日

長
文
で
の
記
載
を
強
い
て
し

ま
う
と
︑
大
き
な
心
理
的
負

担
と
な
っ
て
続
け
ら
れ
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る
︒
そ
こ

で
︑同
シ
ー
ト
で
は
﹁
○
（
で

き
て
い
る
）﹂﹁
△
（
だ
い
た

い
で
き
て
い
る
）﹂﹁
×
（
で

き
て
い
な
い
）﹂
と
記
号
で
書

か
せ
る
よ
う
に
し
た
︒
シ
ン

プ
ル
な
形
で
書
き
や
す
く
す

る
こ
と
で
︑
記
入
時
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
感
を
軽
減
さ

せ
て
い
る
︒
な
お
︑
チ
ェ
ッ
ク

項
目
は
必
要
に
応
じ
て
変
更

し
て
お
り
︑
マ
ン
ネ
リ
化
を

防
い
で
い
る
︒

　

提
出
の
際
に
は
︑
10
日
間

の
業
務
を
振
り
返
っ
て
気
付

い
た
点
や
反
省
点
な
ど
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
書
か
せ
て
お
り
︑

自
分
の
仕
事
ぶ
り
へ
の
意
識

付
け
の
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
︒ま
た
︑﹁
あ
い
さ
つ
﹂や﹁
く

わ
え
た
ば
こ
﹂の
有
無
な
ど
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
向
上

に
も
繋
げ
て
い
る
︒

　

提
出
さ
れ
た
自
己
評
価
シ

ー
ト
は
︑
笹
浪
専
務
を
は
じ

め
︑
運
行
管
理
者
な
ど
関
係

者
が
閲
覧
︒
１
年
間
保
管
さ

れ
る
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
記
載
し
た
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
︑
パ
ソ
コ
ン
に
も
デ

ー
タ
化
さ
れ
て
保
存
さ
れ
る
︒

　
﹁
自
己
評
価
シ
ー
ト
の
記

載
内
容
か
ら
︑
ど
う
い
っ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
故
を
起
こ

し
や
す
い
か
が
見
え
て
き
ま

す
︒
自
分
に
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
欄
に
×
を
書
い
て
く
る
人

や
︑
コ
メ
ン
ト
欄
に
気
付
い

た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
書
け

る
人
は
︑
自
分
の
運
転
の
長

所
・
短
所
が
的
確
に
理
解
で

き
て
お
り
︑
丁
寧
な
運
転
を

行
う
よ
う
に
一
生
懸
命
努
力

し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
︒
一

方
で
︑
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
全
部

○
を
書
い
て
く
る
よ
う
な
ド

ラ
イ
バ
ー
は
︑
ど
こ
か
心
に

甘
え
が
あ
る
よ
う
で
︑
事
故

を
起
こ
し
や
す
い
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
24
時
間

営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
配
送

も
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

点
呼
室
に
も
24
時
間
体
制
で

人
員
を
配
置
し
て
い
る
︒
以

前
は
点
呼
室
内
を
区
切
る
塀

が
あ
っ
た
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
存
在
に
気
付
き
に
く
い

状
態
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑

塀
を
取
り
払
い
︑
点
呼
者
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
気
付
き
や
す

く
し
た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
と
点
呼
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
や
す
い

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る（
写

真
上
）︒
な
お
︑
点
呼
室
内

に
は
﹁
ご
意
見
ボ
ッ
ク
ス
﹂

を
設
置
し
︑
直
接
言
い
に
く

い
意
見
や
不
満
な
ど
を
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
提
出
し
や
す
い

よ
う
に
も
し
て
い
る
︒

　

毎
日
一
人
で
運
転
を
行
う

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
︑
運

行
管
理
者
や
経
営
陣
な
ど
と

何
で
も
言
い
合
え
る
よ
う
な

温
か
い
雰
囲
気
の
職
場
は
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
︒

こ
う
し
た
職
場
を
守
り
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
仕
事
を
続
け
て

い
く
た
め
に
は
︑
毎
日
の
安

全
運
転
が
欠
か
せ
な
い
︒
同

社
で
は
︑
全
て
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
安
全
へ
の
高
い
意
識
を

も
っ
て
︑
日
々
の
輸
送
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
安
全
へ
の
意

識
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
た

め
に
︑
本
社
と
札
幌
営
業
所

で
年
に
１
回
ず
つ
﹁
安
全
運

転
講
習
会
﹂
を
実
施
し
て
い

る
︒

　

同
講
習
会
で
は
︑
ま
ず
保

険
会
社
か
ら
招
か
れ
た
講
師

が
同
社
に
お
け
る
事
故
内
容

の
分
析
を
発
表
し
︑﹁
ど
の

よ
う
な
事
故
が
多
い
傾
向
に

あ
る
の
か
﹂︑
ま
た
﹁
そ
れ
ら

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
何

に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
﹂
な
ど
を
解
説
す
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
の
ト
ラ
ッ
ク

全
車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
映
像
を

上
映
︒
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
場

面
を
視
聴
さ
せ
︑
そ
の
原
因

や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
講
習
会
終
了

後
に
は
︑
感
想
文
の
提
出
を

義
務
付
け
て
い
る
︒こ
れ
も
︑

自
分
で
考
え
さ
せ
て
書
か
せ

る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

中
に
意
識
と
し
て
定
着
さ
せ

る
こ
と
を
狙
っ
て
の
こ
と
だ
と

い
う
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
入
口
を
入

っ
て
す
ぐ
の
壁
面
に
は
︑﹁
安

全
運
転
の
呼
び
か
け
﹂
と
称

し
た
黄
色
い
看
板
が
目
立
つ

よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
︒

呼
び
か
け
の
中
で
も
強
く
う

た
わ
れ
て
い
る
の
は
飲
酒
運

転
の
撲
滅
で
あ
り
︑﹁
飲
酒

運
転
を
し
な
い
︑さ
せ
な
い
︑

許
さ
な
い
﹂
と
い
う
同
社
の

強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
︒

　

同
社
の
本
社
が
現
在
地
に

移
転
し
て
き
た
26
年
頃
は
︑

飲
酒
運
転
が
原
因
と
み
ら
れ

る
深
刻
な
交
通
事
故
が
全
国

的
に
多
発
し
︑
飲
酒
運
転
の

抱
え
る
問
題
が
世
間
に
広
く

問
わ
れ
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
は
も
ち
ろ
ん
︑
同
社
の
全

役
職
員
や
同
社
の
グ
ル
ー
プ

会
社
社
員
︑
ま
た
同
社
に
出

入
り
す
る
全
て
の
人
へ
の
意

識
付
け
と
し
て
︑
こ
の
よ
う

な
目
立
つ
場
所
に
看
板
を
設

置
し
た
︒
併
せ
て
点
呼
室
に

も
同
内
容
を
掲
出
し
︑﹁
何

と
し
て
も
飲
酒
運
転
を
防

ぐ
﹂
と
い
う
社
内
ム
ー

ド
を
醸
成
し
て
い
る
︒

な
お
︑
同
社
の
役
職
員

は
全
員
︑
出
社
時
に
は

毎
日
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
︒

　
﹁
事
故
撲
滅
の
覚
悟

を
内
外
に
知
ら
し
め
る

た
め
に
︑
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な

く
︑
全
社
員
に
安
全
運

転
を
意
識
し
て
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
て
も
ら
い
た

い
︒
そ
う
し
た
思
い
を

込
め
て
︑
当
社
に
か
か

わ
る
全
て
の
人
に
呼
び

か
け
る
よ
う
な
内
容
に

し
ま
し
た
﹂（
同
）

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ヤマダイ大作運輸㈱
■ 本社所在地	 北海道北斗市七重浜1-8-1
■ 代 表 者 代表取締役　小林　繁孝
■ 設　　　立	 昭和62年4月1日
■ 資 本 金 	4,000万円
■ 社 員 数 	84人（うちドライバー63人）
■ 車 両 数 	57台

第
７
回

笹浪　亙
専務執行役員

　﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
﹁
交
通
事
故
ゼ
ロ
﹂

を
目
指
し
︑
安
全
教
育
を
推
進
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
る
︑
北
海
道
北
斗
市
の
ヤ

マ
ダ
イ
大
作
運
輸
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
の
全
車

両
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ

ー
の
商
用
車
テ
レ
マ
テ
ィ
ク

ス
車
載
器
を
搭
載
さ
せ
て
い

る
（
写
真
下
）︒

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
間
や
ア
ク

セ
ル
︑
ギ
ア
︑
ブ
レ
ー
キ
の

操
作
状
況
︑
急
加
速
・
急
減

速
な
ど
と
い
っ
た
︑
詳
細
な

ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
︒
ま
た
︑

運
行
中
に
取
得
し
た
デ
ー
タ

を
自
社
内
で
の
教
育
に
活
用

す
る
こ
と
で
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
実
現
す
る
た
め
の
運
転

方
法
や
︑
事
故
削
減
や
安
全

運
転
に
繋
が
る
運
転
の
仕
方

な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
自
分

の
運
転
が
点
数
と
し
て
目
に

見
え
る
形
で
表
さ
れ
る
た

め
︑
運
転
操
作
の
改
善
に
繋

が
り
や
す
い
︒
同
社
で
は
︑

導
入
以
降
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

意
識
が
目
に
見
え
て
変
わ
っ

て
き
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

同
士
が
点
数
を
競
い
合
う
こ

と
で
運
転
技
術
の
底
上
げ
が

図
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
︑

燃
費
も
年
間
５
～
６
％
ほ
ど

改
善
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
こ
れ
ま

で
手
書
き
の
運
転
日
報
を
使

っ
て
い
た
が
︑
こ
の
10
月
か

ら
は
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た

帳
簿
自
動
作
成
ソ
フ
ト
を
使

用
し
︑
日
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
踏
み
切
っ
た
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
は
︑
帰
庫
後
に

日
報
を
記
入
す
る
手
間
が
な

く
な
る
た
め
︑
省
力
化
に
繋

が
っ
て
い
る
︒＊

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

積
極
的
な
取
り
組
み
が
功
を

奏
し
︑
同
社
で
は
走
行
時
の

交
通
事
故
が
激
減
し
て
い
る

と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
バ
ッ
ク
時
や
切

返
し
な
ど
に
よ
る
構
内
事
故

が
今
年
は
１
件
発
生
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
︑﹁
今
後
は

こ
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た

事
故
も
減
ら
し
て
︑﹃
交
通

事
故
ゼ
ロ
﹄
を
追
求
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

と
笹
浪
専
務
は
安
全
輸
送
へ

の
思
い
を
語
っ
た
︒

（取材協力）ヤマダイ大
作運輸㈱　笹浪亙専務執
行役員、小野寺康祐業務
部部長、藤田泰包業務部
次長

点呼者とドライバーとのコミュニケーションを取りやすくしている点呼室

同社の壁面には目立つような形で「安全運転の呼びかけ」を掲出㊤

コミュニケーション深化で「事故ゼロ」目指す
「安全運転を意識してハンドルを握る」　強い決意を社内外に広げる

図１　毎日の運行終了後に記載させる自己評価シート

全
車
両
に
搭
載
し
て

い
る
車
載
器


